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      　セックスをした後の翌朝は、いつもどこか気だるい。

      　気怠い体をゆっくりと起こして、僅かに開いたカーテンの隙間から、春の光がはらはらとこぼれ落ちているのをぼんやりと見つめる。

      　目線をずらすと、ベッド下の床には昨夜脱ぎ捨てた洋服が二種類、乱雑に散らばっているのが見えた。私のものではない洋服の持ち主は、このベッドの中でまだ夢の中にいるらしい。昨晩散々私を抱き潰した、恋人ではない女の見慣れた寝顔が少し憎らしかった。

      　起こさないよう静かにベッドを抜け出して、寝起きの起動しきっていない頭で服を着る。

      　今、何時だろう。

      　衣服を身に付け、時間を確認しようと昨晩枕元に放り投げていたスマートフォンへと手を伸ばすと、ちょうどそれが震えた。

      　表示名は、矢野やの康介こうすけ。私の所属するオールラウンドサークル「セイント」の仲間だ。

      「……もしもし？　朝っぱらから何？」

      「もしもしじゃねーよ。朝っぱらからでもねーし……。舞まいお前さ、今日新勧の担当だろ？　先輩たち探してたぞー」

      「うわ、やば……」

      　この四月から、大学二年になったことを急激に自覚した。去年は散々色々なサークルの新入生歓迎会を巡ってはタダ飯に預かってきた私も、今度は誘い奢る立場だ。

      　例に漏れず、私もサークルの先輩たちから新入生の勧誘を頼まれていたことをすっかり忘れていた。

      「今日の勧誘ノルマ、五人だろ？　もう他のサークルの奴らがどんどん声かけに行ってるから、早く来ないと誰もいなくなるって」

      「わかってるわよ……。すぐ用意して行く」

      　新入生が自分のサークルに何人入ってくれるかで、各サークルの存続が決まると言っても過言ではない。

      　新入生が十人入ってくれるのと一人しか入ってくれないのとでは、翌年以降の勧誘力も資金力も華やかさも桁違いだ。

      　そのことを身をもって理解している三、四年の先輩たちから受けた勧誘への無言の圧力を思い出し、片手で顔を覆う。

      　どのサークルも、新入生の勧誘期間は毎日のように新入生歓迎会と称した飲み会や懇親会を開く。その場で新入生と仲良くなり、目一杯楽しんでもらう中で、色々なサークルに目移りしてしまう一年生に自分たちを選んでもらう必要があるからだ。

      　だからこそ日中は、どのサークルも二年生が中心となって、その歓迎会へ来てくれる新入生の勧誘に奔走する。

      　私に今日課せられていたのは、まさにその役目だった。

      　壁掛け時計へ目を遣れば、時刻はもう正午少し前だ。どう考えても、他のサークルが血眼になって新入生を勧誘しにかかっている真っ最中に違いなかった。

      「先輩たちには俺から適当に誤魔しといたから、早く来いよー。まあ、舞の顔面とコミュ力にかかれば、五人くらいすぐ引っかかると思うけどさ」

      　引っかかるとか、騙して勧誘するみたいな言い方やめなさいよ。

      　そう言う前に、「じゃあな！」という明るい声と共に通話は切れて、思わずため息をついた。

      　慌てて化粧をして髪を整え、出かける準備をしていると、もぞもぞとした気配と共に、名前を呼ばれた。

      「……舞？　なんか早くない？　今日午前に講義なんてあったかしら」

      「講義じゃなくて、新入生の勧誘よ。今日担当だったの忘れてた」

      　ベッドの上で眠い目を擦っているのは、セフレ兼友人の篠崎しのざき三春みはるだ。

      　三春とは大学に入学してすぐ、セイントの飲み会で出会った。

      　緩くウェーブがかかったハイトーンのロングヘアに、凹凸のある豊満な身体。知的さと妖艶さを兼ね備えたタレ目に、ぽってりとした唇から放たれる声は、穏やかでどこか神秘的な響きを宿している。

      　セイント以外にも複数のサークルを掛け持ちしているという三春の第一印象は、一言で言えば「エロい女」だった。

      　私の場合、別にセックスが好きなわけではない。ただ、やり場のないフラストレーションが溜まる度に、ストレス発散の一環として寝ているだけだ。

      　それでも自分以上に性が乱れた奴も中々いないだろうと高を括っていたけれど、三春はセックスそのものが好きな、想像の斜め上を行くタイプの貞操観念の壊れた女だった。

      　まず、新入生歓迎飲み会で出会ったその日に、三春は私たちを勧誘した先輩と寝ていた。そして翌日、学部のオリエンテーションに欠伸を噛み殺しながら現れた三春は、昨日の晩御飯のことでも話すかのように、昨晩のセックスに点数をつけ始めたのだ。

      　まあ、十点満点中、総合点は五点ってとこかしら。顔は八点でそこそこ好みだったけど、肝心のプレイがダメね。前戯が雑だし、イくの早すぎ。

      　私もそこそこ性が乱れているとは三春に告げていたけれど、正直かなり引いた。

      　何言ってんの、こいつ。

      　そんな言葉を顔中に貼り付けていたであろう私を見て、三春は可笑しそうに笑った。

      　どうせバレるんだし、隠さなくてもいいと思った。それに、舞ならそれくらいやってるかと思ったとのことだ。

      　合意の上であることと、後腐れがないことは私の数少ない信条のひとつだ。

      　コミュニティを破壊するような性行為をする三春は、私の目にはセフレ界に突如現れた外来種に見えた。

      　ただ、不思議なことに、私と三春は馬が合った。気が強く、来るもの拒まず去るもの追わずな私と、芯が強く、気分屋で人に執着しない三春。

      　形は違えど似通っているところがあったからか、三春の嵐のような肉体関係にまつわる数々の逸話をふまえても、私が三春を心の底から嫌だと思ったことはなかった。

      　それに、一緒に過ごすようになってわかったことだけれど、三春は抜群に頭が良い。

      　世間一般的には上位層に属する名の通ったこの私立大学の中でも、三春の成績は常に上位だった。

      　そのわりに、特別勉強しているような素振りもないから不思議なのだ。家に帰ってから深夜、人知れず努力しているのかと思ったこともあったけれど、夜にしているのは性行為と読書だけだと知って、驚愕したのは記憶に新しい。

      　だからなのか、三春はニコニコと微笑みながらもいつも私の考えていることの一手二手先を読んでいて、的確なアドバイスをくれることも多かった。学科は違えど、学部が同じだから共通科目の授業で顔を合わせる機会も多く、気づけば腐れ縁のような仲だ。

      　三春と体の関係を持つようになったのは一年生の終わり頃で、その一線を越えてもなお、私たちの仲は驚くほどに変わらないままだった。

      　きっかけは、飲みの席で三春のとち狂った性事情を受け流していた時、三春に舞はどうしているのかと聞かれたことからだった。

      　アプリで社会人や大学生と会って寝てると話すと、女もいけるかもと言い出したのは三春で、呆気に取られたものだった。

      　昔から「舞ちゃんって美人だよね」と、容姿だけは褒められることが多かったことが、幸か不幸か影響したらしい。

      　三春は私の顔が比較的タイプとのことで、私も三春のことは綺麗だと思っていたから、試してみたいと言われたその日のうちに寝た。

      　てっきり私が抱く方だと思い込んでいたのに、ベッドに引き摺り込まれたが最後、あっという間に組み敷かれて、初めての朝は呆然としたことを今でも鮮明に覚えている。

      　三春によると、私の点数はありがたくも十点満点中九点だったようで、昨晩も何度目かわからないリピートに預かったというわけだ。

      「じゃ、また後でね。玄関の鍵、次に会った時渡して」

      「はーい。がんばってね〜」

      　まだ眠気の抜け切らない三春の声を背中に受けながら、自宅を出る。

      　メイクもそこそこに飛び出した春の街は、桜と喧騒で華やかに解けていた。
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      　大学に着けば、一帯がパンフレットやチラシを大量に抱えた初々しい新入生たちと、「ぜひ我がサークルに」と息を巻いた、各サークルの上級生たちとでごった返していた。

      　この中のほとんどの新入生が、間違いなく一度はどこかのサークルの新入生歓迎会への参加を打診されているだろう。

      　今から今夜の歓迎会へ参加してくれる五人を集めるのは骨が折れる。

      　小さくため息をついた瞬間、明るい声と共に、後ろから肩をポンと叩かれた。

      「よっ！　重役出勤！　俺もう五人、夜の新歓来てくれるって子ゲットしたぜ！」

      「うっさいわね……。あたしだって、これからちゃんと捕まえるわよ」

      　振り向くと、今朝私に電話をかけてきた張本人である康介が立っていた。

      　康介は、三春と双璧を成す、私のもう一人の腐れ縁だ。

      　こいつはまた三春とは別のベクトルで突き抜けている男だ。セイントの新入生歓迎会で隣の席になり、目が合うなり口説かれたことを今でもよく覚えている。

      　君めっちゃ綺麗だね！　思わず二度見したわ！

      　当時そんな風に明るく言われて、「ありがと」と適当に答えた。

      　そっけない対応に違いなかったけれど、康介はそんなことは気にも留めない様子で綺麗な歯を見せて、「君がこのサークル入るなら俺も入る！　見てるだけで視力良くなりそう！」と斜め上からのコメントを披露し、機嫌良く笑った。

      　明るい茶髪のスパイラルマッシュに、シャープな輪郭。すらっとした長身に、ぱっちりとした二重。

      　康介の見た目は完全に二枚目で、俗に言うイケメンだ。

      　ただ、絶望的に頭の螺子が外れているところが天の与えた容姿を台無しにするせいで、整った顔面を奇跡的なバランスで嫌味のないものに変えていた。

      　オールラウンドサークルであるセイントは、所属している人数も各学年十名以上と比較的多い。遊び人系の人もいれば真面目系な人もいる中で、容姿の整った人間は否応なしに目立つものだ。同学年にも先輩にも、後輩にだってちやほやされやすい。

      　セイントに入ることを決めた新入生たちが最初の飲み会で挨拶をする時も、男の先輩たちの中には康介のことを、羨望と嫉妬の入り混じった複雑な表情で見ている人がいたのを覚えている。

      　でもそれも、康介が喋り出すまでのことだった。

      「ハイッ！　矢野康介です！　アニメと女の子がめっちゃ好きです！　特技は切り絵です！　先輩方、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします！」

      　今思い出しても、中々ぶっ飛んだ自己紹介だったと思う。

      　イケメンだけどアニメが好きで、特技が切り絵という中々尖った自己紹介を屈託のない笑顔で行った康介は、「お前切り絵が趣味ってどういうこと？」「アニメ何が好きなの？」と、結果的に男性陣からも興味を惹いたらしかった。

      　後から先輩たちに聞いたところによると、女の子が好きだとはっきりと言い切ったところも潔くて好感度が高いポイントだったらしい。

      　結果、康介は今に至るまで男女問わず可愛がられている。

      「そういえば俺ら、先輩たちから御三家って呼ばれてるらしーぜ」

      　康介を連れて、人が少なくて新入生がまだ歩いていそうな場所を目指して移動していると、康介が思い出したかのように言った。

      「俺らって誰？」

      「舞と三春ちゃんと俺〜」

      「ふーん。ちなみに何の御三家？」

      「性の御三家」

      　人通りの少ない校舎の入り口付近ならいけるかも、と思いながら適当に相槌を打っていると、想像の斜め上を行くワードが耳に飛び込んできて思わず立ち止まる。

      「は？　何の？」

      「ん、だから、見た目とモテを兼ね備えた、性の御三家」

      　性は、性欲の性な！

      　康介が付け足すように明るくそう言うから、聖人の聖であってほしいという私の願望は儚くも砕け散った。

      　私たちも特に隠していないこともあり、セイントのメンバーは私や三春が性に奔放であることは知っている。

      　とはいえ私も三春も後腐れのなさそうな人としか関係を持たないタイプだから、サークルの生態系を致命的に破壊するような振る舞いはしてこなかったつもりだ。

      　先輩たちや同学年のみんなとも良好な関係を築けていると思っていたけれど、やはり性に奔放である限り、とんでもない称号を授与されることは避けられないらしかった。

      「俺らを撒き餌にすれば、一年生はセイントの歴史上類を見ないくらい集まるかもしれないけど、全員俺らに食われて風紀が乱れるかもしれないから悩ましいってさ」

      「人生で最も不名誉な称号をいただき光栄の極みね……」

      　辞退申し上げますって言っといてと言うと、康介は「返品不可っぽいぜ」と能天気に笑った。

      　私と三春と並んで康介も御三家入りしているのは、康介が自己紹介で宣言した通り、女の子と関係を持ちまくっているからに他ならない。

      　康介とは学部は違うけれど、食堂で会うことも多かったし、大学周辺のカフェや居酒屋に行けば大体康介はいた。

      　その度に違う女の子を連れてはどの子とも楽しそうに過ごしていて、そういう日の翌日に康介と会うと、「今朝はかわいい子に朝ごはん作ってもらっちゃってマジで幸せ！」とピカピカの笑顔で言っているから、朝まで一緒にいたことは想像に難くなかった。

      　とはいえ康介も康介で、「俺のことが大好きな女の子としか寝ない」を信条に掲げて活動しているらしい。

      　実際、数々の女の子と夜を共にしているようだったけれど、康介に関する悪い噂は不思議なほど聞かなかった。

      　康介くんまた遊ぼうねとか、康介今度ご飯行こうよとか、年齢の上下問わず、関係を持ったことのある女子たちから誘いが絶えない。

      　その理由は、顔が良いことや女の子に優しいこともあるだろうけれど、康介は意外と空気が読めるし、相手を本気にさせず、傷つけもしない上手さがあるからだろうと思う。

      　性欲を制御するための頭の螺子は間違いなく飛んでいるけれど、康介はへらへらしながらも誰かのフォローに回っていることも多い。

      　実際、私自身康介にさりげなく助けてもらったことは何度もある。性が極端に乱れていることをふまえても、康介といて不快になることはなかった。

      「ってか、元からセイントの風紀なんて乱れまくってるし、相手にも選ぶ権利あるし？　あたしだって、誰彼構わず手出すわけじゃないんだけど」

      「マジそれな！　常にウィンウィンを貫きし俺たちに失礼だよなー」

      　新入生を勧誘しやすそうなポイントを見定めて立ち止まり、不名誉な称号へぼやきを吐き出すと、康介も神妙な表情でわかるわかると頷いた。

      　それからすぐに、私が勧誘を始めようとしているのを察してか、「じゃ、俺は女の子たちとランチ行くから夜の新歓飲みでまた会おうぜ！」と言い残して、康介は軽やかに去っていった。

       

      　何かに真剣に向き合っている時はいつも、時間は飛ぶように過ぎる。

      　苦戦すると思っていた新入生の勧誘も、四人までは難なく集まった。

      　ただ、最後の一人がどうしても見つからない。

      　もう夕方に差し掛かる今、ほとんどの新入生は他のサークルの新歓に行くことが決まってしまっているのだ。声をかけても明日や明後日ならと言われてしまい、どうしても首を縦には振ってもらえない。寝坊した自分を恨んだ。

      「はあ……」

      　場所を変えた方が良いかも知れない。

      　そう思ってため息をつきながら俯いて歩くと、肩が何か柔らかいものにぶつかった。

      　ドン、という鈍い衝撃が走る。

      「……わ、ごめんなさい」

      　反射的に顔を上げると、目の前にはぼうっとしたように直立し、私を見つめる女の子がいた。

      　女子の平均身長より少し高いくらいの背丈に、野暮ったい印象を与える長い黒髪が印象的だ。それに、今時こんなのあるんだと思うくらい厚底レンズのメガネをかけていて、その瞳は長い前髪とぶ厚いレンズのせいでよく見えなかった。

      　私はどうやら、この子にぶつかってしまったらしい。

      　見るからに垢抜けていないその姿は、おそらく新入生に違いなかった。

      「ぶつかっちゃってごめんね。怪我はない？」

      　可能な限り優しい声を心がけてみたけれど、返事がない。

      　ぶつかったらやばいところを私が強打してしまったのだろうか。

      　そう思って心配になり、一歩近づいてその顔を覗き込もうとすると、彼女はハッとしたように後ずさった。

      「あ……。だ、大丈夫です……」

      「よかった……！」

      　繊細で柔らかい声で「大丈夫です」と告げられて、加害者にならずに済んだことに安堵する。新入生にぶつかって病院送りにしたなんてことになれば、新入生の勧誘どころではない。

      　ふ、と一息ついたところで、待てよ、と思った。

      　この子も新入生なら、もしかしたら新歓に来てくれるかもしれない。

      　面の皮の厚さを疑われる可能性は高いが、勧誘しない手はなかった。

      「あの、君、新入生？」

      「は、はい……」

      「ぶつかった挙句にこんなこと聞いて本当に申し訳ないんだけど、今日の夜って空いてたりしない？」

      「？　空いています」

      　勝った！

      　思わず心の中でそう叫んで、小さくガッツポーズする。

      「あー、あたし、セイントってオールラウンドサークルに入ってるんだけど……。あ、オールラウンドサークルっていうのは、みんなでバーベキューしたり旅行に行ったりとか、そういう楽しいことならなんでもやろう的なサークルね！　で、その新入生歓迎会が今晩あって、よかったら君も来ない？　もちろん一年生は全部タダだし、合わないなって思ったら途中で帰っても大丈夫だから」

      　どう見てもこの子がセイントの激しい飲み会や、騒がしい空間が得意そうではないことは明らかだ。

      　ダメ元でいい。

      　少し早口になってしまった自覚はあったけれど、伝えたいことをしっかりと伝えると、目の前の彼女は逡巡するように手元をもじもじとさせた後、小さな声で言った。

      「私なんかが、行ってもいいんでしょうか……」

      「ん？　来ちゃいけない人なんていないわよ？」

      「……でも、私、話も面白くないですし、綺麗でもないです」

      　私が行くと、みなさんの楽しい雰囲気を壊してしまうかもしれません。

      　遠慮がちにそう言われて、少々面食らった。

      　話が面白いことは最初から期待していないけれど、本人の口からそんな風に言われると、なんだか放っておけない気分になってくる。

      「えっと、誰かに面白くないとか、綺麗じゃないから来るなとか言われたの？」

      「……昔に、少し」

      　彼女はそれだけ言うと、自信無さげに黙ってしまった。

      　ついに俯いてしまった彼女の鼻筋や唇、顎のラインは、よく見ればとてもシャープで綺麗だ。目が自然と奪われる。髪型やメイクを変えれば化けるかもしれないと、場違いなことをぼんやりと思った。

      　それに、話し方や選ぶ言葉を見ても、この子が悪い子にはなんとなく思えない。

      　そんな子に、面白くないだの綺麗じゃないだの、直接的な言葉を投げかける輩がいると思うとなんとなく不快だった。

      「……ふうん。ただそれはね、そいつらが面白くないだけだから気にしすぎない方がいいわよ」

      「え……」

      　私が断言すると、彼女は驚いたように顔を上げた。

      「どんな人だって面白いところひとつくらいはあるし、それを引き出したり見つけ出したりしてなんぼでしょ？　うちのサークル、ちょっと頭の螺子が外れてる奴も多いけど、みんなそういうのは超上手いから安心して。それにあたしもいるし、何か困ったこととか嫌なことがあれば、なんでも言ってもらって大丈夫だから」

      　私の言葉に、目の前の彼女は驚いたように口を薄く開いて、それから初めて安心したように笑った。綻んだ口元から見える、整った歯並びが綺麗だ。

      「あたし、早乙女さおとめ舞まい。君は？」

      「……岬みさき、です。桜さくら小路こうじ、岬」

      「へえ、珍しい苗字。でも、今日みたいな日にはぴったりの綺麗な名前でいいわね」

      　私がそう言うと、岬は照れたようにはにかんだ。

      　その仕草がなんだか可愛くて、私も笑顔になる。

      　見た目は少し野暮ったいけれど、確実に守ってあげたくなるタイプの女の子だ。

       

      　そのまますぐにスマートフォンで連絡先を交換して、岬に居酒屋の場所を送ってから解散した。岬はしきりに「緊張しています」と言っていたけれど、最終的に「舞さんとまた少しでもお話しできたら嬉しいです」なんて可愛いことを言ってくれて、ひさしぶりに純粋な気持ちで嬉しくなった。

      　夕の溶ける、春の街は夜の喧騒を予感させる。

      　無事に五人をゲットしたことよりもなぜか、岬を見つけたことの静かな高揚感が、心の表面で淡く光っていた。

       

      

       

      　　　　　　　　　３

       

      「新入生のみんな、今日はセイントの新歓に来てくれてありがとう！　今夜の出会いに乾杯！」

      　ここはホストクラブかよと突っ込みたくなるような乾杯音頭と共に、新入生歓迎会がスタートした。

      　私が勧誘した五人を含めて、一年生だけでも二十人以上が参加してくれている。この中の何人が入会してくれるかはわからないけれど、悪くない人数だ。

      　私が声をかけた岬以外の女の子たちは、それぞれ二人ずつのグループで参加してくれていて、早速三年生たちに囲まれてあれやこれやと楽しそうに会話している。

      　先輩たちはお酒が入っていて、大きな声で笑ったり、大袈裟な馬鹿話を披露して新入生を笑わせ、大学生活の中にセイントがあることがどれだけ楽しいことかを必死にアピールしていた。

      「康介、ちょっといい？」

      「ん、どした？」

      　新入生と先輩たちのためのドリンクオーダーで忙しなく動き回っている康介を捕まえて、声を潜める。

      「これからあたしが話しかけに行く子、岬って言うんだけど、康介も注意して見てあげてくれない？」

      「いいけど、なんで？」

      「見ての通り、岬はこういうの慣れてないみたいだし、人と話すのも得意じゃないっぽいんだけど、あたしが無理矢理声かけて連れてきちゃったのよね。騒がしい雰囲気にドン引きしてないといいけど……」

      　テーブルの端で烏龍茶を飲みながら、異世界に紛れ込んでしまった人類のように縮こまっている岬を目で指し示す。

      　彼女を連れてきた経緯を話すと、康介は目を輝かせた。

      「え、岬ちゃん、めっちゃいい子じゃん！　舞にエルボーされたのに怒りもせず、新歓まで来てくれて、舞さんとまた少しでもお話しできたら嬉しいなんて、守る一択だろ！」

      「でしょ？　ウチっておとなしいタイプの子でもなんでも楽しませてなんぼみたいな文化はあると思ってるけど、岬がどう感じるかはわかんないし、なるべく楽しく帰れるようにしたいのよね」

      　私がそう言うと、康介はわかるわとでも言いたげに神妙な顔で深く頷いた。

      「よし、あたしたちで岬のこといっぱい笑わせるわよ！　それがあたしとあんたの今夜のミッション」

      「オッケー任しとけ！」

      　威勢の良い返事をした康介は、「性の御三家の力を見せてやろーぜ！　俺、岬ちゃんの分のドリンク持ってくるから先行ってて！」と明るく言って去って行った。

      　見せつける力、本当に理解してんのかよとツッコミを入れたくなったけれど、これ以上岬を一人にはできない。

      　岬のいるテーブルへと足を進めて席についた。

       

      「おっ、それじゃ岬ちゃんは、いきなり舞にナンパされたんだ！」

      「ちょっと、変な言い方すんのやめてくれない？　健全な勧誘活動よ！」

      　岬を康介と囲んで話すと、康介の持ち前の明るさも相まってか、会話は想像以上に盛り上がった。

      　学部は文学部で、私や三春のいる経営学部とは違うこと、地方から上京してきて一人暮らしをしていること、住んでいるところが私の家とかなり近いこと。

      　私と康介の質問に、岬はひとつひとつ丁寧に答えてくれて、穏やかで良い子なんだなという印象がますます強まった。

      「……私、こんなに楽しく誰かとお話しできたの初めてです」

      「そうなの？」

      「はい。舞さんと康介さん、本当にすごいです……。ありがとうございます……！」

      「うわ〜。やべーよ。岬ちゃん、健気さカンストしちゃってんじゃん……！」

      　岬が感激した様子で私と康介に感謝を伝えたのを見て、康介は「岬ちゃんの光で目が潰れる！」とかなんとかわけのわからないことを呻きながら顔を覆った。

      「岬ちゃんが楽しいと俺らも楽しいからさ、そう言ってくれてありがとね！　な、舞！」

      「そーよ。岬が楽しいって思ってくれてホントに嬉しい！　こちらこそ、急に誘ったのに、勇気出して来てくれて本当にありがとね」

      　私と康介が岬へ感謝を伝えると、岬は照れたように笑った。

      「そういえばさ、岬ちゃん他の一年生と話した？」

      「あ、まだです……」

      「マジ？　じゃあせっかくだし、俺が誘った子達ともぜひお話ししてみてよ！」

      　それはまだ早くないか？

      　そう思って私が止める間もなく、康介は隣のテーブルから女の子を二人引っ張ってきて、岬の隣に座らせた。

      　二人とも極端に派手なタイプではないけれど、髪型やメイクなど、お洒落には気を遣っていることが見て取れる。

      「美奈ちゃん、友美ちゃん、こちらが岬ちゃん！　同じ一年生で、文学部の子！」

      　二人とも、岬の眼鏡が気になるのだろうか。一瞬、二人の視線が岬の顔面に集中したのがわかる。

      　岬が二人との会話を嫌がったりしないかということと、二人が岬にどんな反応を示すのかということの二つが気になって、内心緊張が走った。

      　出方次第ではフォローに入ろう。

      　そう思ったけれど、美奈ちゃんと友美ちゃんは友好的で、岬に笑顔で挨拶をした。

      「岬ちゃんはじめましてー！」

      「友美もあたしも経済学部だけど、教養系の講義で一緒になったらよろしくね！」

      「は、はじめまして……！」

      　岬は私にぶつかられた直後とは違い、緊張からか少し噛みながらもきちんと挨拶できていてホッとした。

      　康介が連れてきただけあって、美奈ちゃんと友美ちゃんは私たちに引けを取らないコミュ力を見せ、あれやこれやと明るく会話を重ねていった。

      　私と康介もそこに混ざり込み、教養科目はこれがおすすめでどれは地雷とか、大学の近くのご飯ならどこのカフェが鉄板で、学食ならどのメニューがおすすめかなど、当たり障りのない話題で順調に場が盛り上がっていく。

      　康介の冗談が炸裂して場にひとしきり笑いが起きた後、岬がぽつりと小さな声で言った。

      「……私、舞さんや康介さんや、みなさんがいるならセイントに入りたいです。あの、ご迷惑じゃなければですが……」

      　小さな声だったけれど、きっと本心から楽しいと思って言ってくれたのだと伝わる声色だった。嬉しくて、思わず口角が上がる。

      　もちろん、と声をかけようとするより早く、康介が私の言いたいことを奪った。

      「もちろん大歓迎だよ！　俺と一緒に薔薇色のキャンパスライフを楽しもーぜ！」

      「大歓迎なのは同意だけど、康介と一緒にいるとキャンパスライフが破綻するからダメよ。こいつチャラいし、単位も落としまくってるから。岬はあたしといようね」

      　私がすかさず牽制すると、康介が無邪気な声で痛烈な切り返しをしてきた。

      「えー！　舞は要領良いから単位は完璧かもだけど、性的な危険度は俺並みに高いじゃん！　ずっと前に俺が狙ってた女の子、舞に持っていかれたの忘れてないからな！」

      　新入生には私が性の御三家に名を連ねるような行為をしていることは、来るべき時が来るまで黙っておこうと思っていたのに、康介が思い切りバラしてくれた。

      　せっかく岬が入りたいって言ってくれたばかりなのに、最悪すぎる。

      　何を言ってくれてんのよという気持ちを込めて、テーブルの下で康介に蹴りを入れたけれど、時既に遅しでしかない。

      　三人とも、驚いたように「そうなんですか？」という目で私を見ている。

      「……あー、まあそうなんだけど、安心して？　合意の上でしか事に及んだことないし、コミュニティ破壊するようなことはしないって決めてるから」

      「気づいたら合意したくなってるのが舞の危険なところだから！　この顔見てよ！　見ての通り、ビジュアル最強だからみんな気をつけて！　妊娠するよ！」

      「あんたなんなの？　このサークルから新入生を絶滅させるミッションでもあんの？」

      　ていうか、女の子があたしとセックスしても妊娠しないから。

      　後で覚えておきなさいよ、という気持ちを込めて肘で思い切り康介をどつくと、康介は大袈裟に痛がった。

      　新入生たちのフォローをしないとと思って口角を上げた瞬間、意外にも美奈ちゃんと友美ちゃんは楽しそうに笑った。

      「あはは、おもしろーい！　あたし別に、舞さんとなら事に及んでもいいかなあって思っちゃいます」

      「え、そ、そう？」

      「はい。すっごい綺麗だし、優しくしてくれそうじゃない？」

      「ね！　私も舞さんとならいいかな」

      　思いがけない新入生たちからの肯定に面食らっていると、康介が勢い良く立ち上がって言った。

      「おっ、いいねー！　それこそセイントのメンバーに求められる資質だよ！　君たちはもう、ウチに入ることが決まったようなもんだね！　あっちで俺ともっと盛り上がっていこ！　他の先輩たちにも紹介するよ！」

      「言うだけ言ってどこ行くのよ、あたしは性のリトマス試験紙か何かなわけ？　ちょっと聞いてんの？　康介！」

      　おい！

      　そう声をかけるのも聞かずに、このテーブルに美奈ちゃんと友美ちゃんを連れてきた時と同じ要領で、康介は二人を連れて嵐のように去っていった。

      　なんなのあいつ。

      　そう思ってため息をついたところで隣から、テーブルにグラスを置く控えめな音が聞こえた。

      　岬だ。

      「……えーと、岬、ごめんね？　こういう話、っていうか、こういう人間？　好きじゃないよね、きっと」

      　正直、私は岬のことが気に入っていた。うちにはあまりいないタイプだけれど、真面目で素直で面白い。

      　だからこそ、岬にやっぱり入るのやめますとか言われたら比較的ショックだ。

      　どんな顔をしているんだろうと、隣の横顔をちらりと見ると、意外にも岬は顔色を変えずに微笑んでいた。

      「……いいえ。少し驚きましたが、舞さんは素敵な人ですから。納得しました」

      「え、納得したの？」

      「？　はい」

      「そ、そう……」

      　そこで納得するんだ。

      　気持ち悪いとか不潔とか言われてもおかしくないと思っていたのに、拍子抜けだ。岬は許容力が半端じゃないのかもしれない。

      　でもこの分なら、セイントでも十分やっていけそうで安心する。

      「あ、でもね、本当に危険な人もいるから教えとくわ」

      「そんな方が？」

      「そうよ。あそこにいるちょっとロン毛の茶髪わかる？　髭生やしてるあの人。四年生の先輩なんだけど、アイツの方があたしなんかより百倍ヤバいから、何かされそうになったらすぐ言うのよ。アイツこそ、誰彼見境なく手を出す本物のセックスマシーンよ」

      「そ、そうなんですね。せ、せっくす、ましーん……」

      　セックスマシーン。

      　岬にとっては聞き慣れない単語どころか、人生で初めて耳にした単語に違いなかった。

      　その意味を咀嚼するように小さな声で呟くから、そんな言葉が岬の口から発されるアンバランスさが可笑しくて吹き出した。

      「あっはは！　ちょっと、間違えてもあたしがそんな風に呼んでたこと誰にも言わないでよ？　一応、あの人の前では従順な後輩演じてるんだから」

      「い、言いません……！」

      　岬が慌てて否定してくるのが面白くて、岬に先輩の名前（本当は正樹さん）を聞かれても、しばらく教えるのはやめようと思った。

      「そろそろ一次会はお開きの時間だから、あたしちょっとお会計行ってくるね。一年生はお金出さなくて大丈夫だから」

      「あ、ありがとうございます」

      　二年になると、飲み会周りの会計役をやらされるのだ。

      　岬に軽く声をかけて、席を立つ。

      　

      　新入生の歓迎会とはいえ、お酒の入った大学生のいる飲み会の終わり際は、常に騒がしい。

      　会計を済ませてもまだ店内に残っているセイントの面々と新入生にさりげなく声をかけ、店外へと押し出していく。

      　それを何セットか繰り返したところで、岬の姿が店内にも店外にも見当たらないことに気づいた。先に帰ってしまったのだろうか。

      「ねえ、岬は？　先に帰ったの？」

      「いや？　トイレじゃね？　さっきめっちゃトイレ混んでたから、まだ中にいるのかも」

      　店の入り口で新入生たちと談笑していた康介に声をかけると、康介は楽しそうな笑みを顔中に浮かべたまま無邪気に答えた。

      　トイレじゃね？　じゃなくて、あんたも二年なんだから、もっとちゃんと見てなさいよ。

      　そんな思いが込み上げて呆れたけれど、康介にそんなことを期待するだけ無駄だ。心の中で小さくため息をついて、店内に引き返す。

      　店内の隅、奥まった場所にあるトイレへ続く曲がり角を曲がろうとすると、何かに思い切りぶつかった。

      「わっ……！」

      「あ……！　ま、舞さん、ごめんなさい……！」

      　ごめんなさいという声を聞いてすぐ、またも岬へぶつかってしまったのだということに気づいた。

      　あたしたちどんだけぶつかるのよ、マジでごめんね。

      　そう言いたかったけれど、視界に映った光景に驚いて、何も言葉が出なかった。

      　私が思い切りぶつかったせいで、前髪がくしゃくしゃになってしまったらしい岬は、眼鏡を外して目元を小さく擦っていた。

      　分厚いレンズの下に隠されていたその瞳は、幅の広い綺麗な二重で、カラコンかと疑いたくなるほど色素が薄く透明感に溢れている。睫毛だって、マツエクしている私と同じくらい長い。初めて会った時、目鼻立ちや輪郭は綺麗だと確かに思ったけれど、改めて見ればとんでもない美少女だ。

      　思わず一歩距離を詰め、ぐいっと顔を近づけてガン見してしまえば、岬の頬がにわかに赤くなった。

      「あ、な、なんでしょうか……」

      「……ちょっと、今まで出会った女の子の中で一番かわいくて衝撃を受けてるんだけど」

      「え……」

      「ねえ、あのさ、その眼鏡にどうしてもこだわりがあるなら別なんだけど、眼鏡じゃなくてコンタクトにしてみない？」

      「えっ……」

      「髪も明るい感じで、そうね。ライトブラウンとか似合うと思う。前髪も少し切って、全体はちょっとゆるくパーマかけたりして」

      　もともとファッションや美容が好きだからこそ、ダイヤの原石を目の前にしているような気分だ。

      　思わず岬の髪を軽く触ったり、瞳を覗き込んで見たりしてしまえば、岬はいよいよ恥ずかしそうに目を伏せてしまった。

      「ま、舞さん、少し、近いです……」

      「わ、ごめん！　嫌だったわよね、ほんとにごめん……！」

      　いきなり距離を詰められて、髪まで触られたら不快になってもおかしくない。

      　興奮しすぎてつい我を忘れてしまったと反省していると、岬が小さな声で言った。

      「い、嫌ではないのですが……。緊張、してしまいます。……舞さんみたいな綺麗な人に、そんな風に、近づかれると」

      　岬はそう言ったきり真っ赤になって、恥ずかしさで今から圧死しますとでも言いたげな表情で押し黙った。

      　その整ったビジュアルと相まって、二重の衝撃が走る。

      　え、なんなの。かわいすぎるんじゃない？　

      　これで何も感じない奴、人間じゃないでしょ。

      　岬があまりにもかわいすぎて、咄嗟に何も言えずに固まってしまった。

      　ひさしぶりに心臓が、ドキドキと甘い痛みで跳ねている。

      「え、えーと、その、ごめん……」

      「い、いえ……」

      　私と岬の間に、明らかに恋愛ドラマや少女漫画でしか見かけたことがない類の沈黙が流れて、調子が狂う。

      　小さく咳払いをひとつして、岬に提案をする。

      「あのさ、もし岬が嫌じゃなかったら、お洒落してみない？　髪とか、洋服とか、メイクとかそういうの」

      「私が、ですか……？」

      「うん。あたしでよければ色々教えるから、どう？」

      「……舞さんが見てくださるなら、がんばってみたいです。でも……」

      　私の提案に、岬は逡巡する様子を見せた。

      　こんなにも整った容姿を持ちながら、それらを分厚い眼鏡や長い前髪で隠しているくらいだ。何か理由があるのかもしれない。

      　なるべく優しい声で促すと、岬は沈んだ声で言った。

      「でも？」

      「……私、何も知らなくて。美容院とか、舞さんが着ているみたいな、おしゃれな洋服が売っているお店とか……何も」

      　不安げに目を伏せる岬に、なんだそんなことかと内心安堵する。

      　そんなことは気にしなくていい。

      　私が全部、岬に教えればいいのだから。

      「そんなの気にしなくていーの。あたしが全部エスコートするから、岬は何も考えずに遊びに行こ？　明後日の午後とかどう？」

      「た、たぶん、空いています」

      「よかった！　あたしも明後日の午後は何もないのよね」

      　じゃあまた明日、待ち合わせ場所とか連絡するから。

      　私がそう言うと、岬は嬉しそうに微笑んだ。その顔を見て、この子を絶対可愛くするぞと決意する。

       

      　店を出たのは私たちが当然最後で、先輩たちに「遅いぞー！」と軽く叱られたけれど少しも気にならなかった。

      　春の夜の、花の香りが解ける空気が気持ち良い。隣にいる岬がなんだかそわそわしているのもかわいくて、口元が緩んだ。

      　まだ私だけが知っている岬の魅力をみんなに知ってもらうのが楽しみで仕方ない。

      　ただひたすらに、気分がよかった。

       

      

      　

      　　　　　　　　　４

       

      　春の午後、柔らかく解けた街に、フラワーベースのトリートメントの香りが混ざり合っている。

      　隣にいる岬を美容室へ連れて行ったのが一時間前のことで、今は岬に似合う洋服を一式買い込んだところだ。

      　隣にいる岬は、私が美容師さんと打ち合わせて決めた、ハイトーンのライトベージュにナチュラルウェーブのパーマスタイルがよく似合っている。

      　都合が合う時に読者モデルをすることがある関係で、読モ仲間から紹介され、今では行きつけと化している美容室に岬を連れて行った。

      　お世話になっている美容師さんには事前に岬を連れていくことと、岬がちょっとシャイなところのあるダイヤの原石であることは伝えていた。

      　さすがはプロといったところで、「舞ちゃんの後輩を最高にかわいくするからね！」といつも以上に気合を入れて担当してくれた。

      　岬は岬で、そもそも昨日、眼鏡からコンタクトに変えたことにも慣れていない様子だったし、読者モデルやお洒落に敏感な人が集まりやすいあの美容室独特の雰囲気に気圧されたようで縮こまっていた。

      　それでも、美容師さんの気さくな態度や、流石としか言いようがない話術に徐々に緊張も解れたようだ。

      　カラーとパーマ、カットにトリートメントという一大工事が終わり、鏡の前に現れた自分の姿を見て、「知らない人がいるみたいです…！」とキラキラした目で感動していた。

      　担当した美容師さんも、「岬ちゃんすっごくかわいい！」と大絶賛していたし、私は岬の保護者にでもなったような気持ちで鼻高々だった。

      　美容室を出た今も、岬は見慣れない自分の姿にまだそわそわしているようだったけれど、素材の良さが存分に活かされたヘアスタイリングに彩られた姿は、どこからどう見ても完璧な美少女だ。道ゆく人が時折、すれ違いざまに私たちのことを凝視しては振り返るのが気分が良かった。

      　少し遅めの昼食を兼ねて、静かに過ごしたい時に使う隠れ家系カフェに岬を連れて行くと、運ばれてきたパスタを食べながら、岬がかしこまった様子で私に感謝を述べてきた。

      「……舞さん、あの、ありがとうございます」

      「んー？」

      「……私、本当に自分に自信がなくて。おしゃれとかも、怖くて。でも、舞さんが色々教えてくださって、素敵な美容室にも連れて行ってくださって、自分のことにお金や時間をかけるのが楽しいとひさしぶりに思えました」

      　アイスカフェラテを流し込みながら、岬の整った顔を見つめる。

      　長い睫毛に、綺麗な形のアーモンドアイ。柔らかそうで女の子らしい唇は、桜色に色づいている。

      　こんなに綺麗な顔をしていたら、普通は周りが放っておかないだろう。昔、何かあったのだろうか。

      　でも、もし何かあったのだとしたらそれは、岬にとってはとてもデリケートな記憶に違いない。

      　何も言わずに黙っていると、岬がぽつぽつと話し出した。

      「……小学生の頃、テレビで見た綺麗な女優さんに憧れて、初めて髪を切ったんです。女優さんが着ているお洋服に似たものも、母にねだって買ってもらって。それで学校に行ったら、クラスのお洒落な女の子から、『全然似合ってないよ。岬ちゃん、勘違いしてて恥ずかしいよ』って言われてしまって」

      　痛みを誤魔化すようにして笑う岬を見て、思わずパスタを食べる手が止まった。

      　はあ？　誰がなんだって？

      「……私、たぶんセンスがないんです。だから本当に、似合ってなかったんです。でも、初めてお洒落に興味を持って、勇気を出してしたことだったから、否定されたこともショックで、恥ずかしくて。それから、私はお洒落に興味を持たない方がいいんだと思って、目立たないようにして生活するようになって……。でもやっぱり、お洒落な人には昔からすごく憧れがあって」

      　そう言って、岬は寂しそうに笑った。

      　もしかしたら本当に岬のセンスがなかった可能性もあるけれど、これだけ素材が良ければどんな髪型や服装をしても、そこまでおかしなことにはならないはずだ。岬を否定したクラスメイトとやらには、岬への嫉妬もあったんじゃないかとどうしても邪推してしまう。

      　というか、小学生だから仕方ないとはいえ、仮に似合ってなくても他人にそういうこと言うなよという怒りが湧いてくる。

      　どんな風に遺憾の意を表明しようかと言葉を選んでいると、岬が明後日の方向から変化球を投げてきて、私の怒りは別の感情に変わった。

      「……だから、舞さんは、私の理想の人なんです」

      「……へ？」

      「……小学生の頃、憧れた女優さんみたいに綺麗だから。そんな人に話しかけてもらえて、お洒落をしてみないかって言われて、本当に本当に嬉しかったんです。舞さんがそう言ってくださるなら、もう一度勇気を出してみようって。もしまた恥ずかしい思いをしたとしても、変わってみたいって思えたんです」

      「あ、ありがとう……」

      　岬は意外と意思の強い子なのかもしれない。

      　昔から容姿だけは褒められてきたし、可愛いとか綺麗とか言われ慣れている部分もあるけれど、こんなにも熱っぽく真っ直ぐな言葉を向けられると、さすがに照れてしまう。

      　岬の顔が見られなくて目を逸らすと、岬は「照れていらっしゃるのもかわいくて素敵です」なんて、微笑みながら平然と追い討ちをかけてきた。

      　末恐ろしい子だ。

      「……あー、まあ、センスなんて結局知識とか経験の蓄積でしかないし？　あたしがこれからも岬に教えるから心配しなくていいわよ。あと、もし岬に何か言ってくるような奴がこの大学にもいたらすぐ教えてよね？　あたしがギタギタにしてやるから」

      「ふふ、わかりました」

      　私の言葉に、岬はこれ以上ないくらい嬉しそうに笑った。

      　その笑顔に、胸の奥がじんわりと暖かくなる。

      「てか、明日からのセイントのやつらの反応とか岬の学科の友達の反応、超楽しみよねー」

      「き、緊張します」

      「気持ちはわかるけど、平気平気！　岬、すっごくかわいいから。ほんとよ？」

      　そう言って微笑むと、岬はポッと赤くなった。「かわいくてずるいんだけど」と吹き出せば、「舞さんの方がかわいいです」なんて真っ赤な顔で言い返してくるから、口角しか上がらない。

      　可愛い後輩というのはきっと、こういうことをいうのだと実感する。

      　カフェを出た後は、カラオケやゲームセンターに行ったことがないという岬をカラオケに連れて行き、そのままゲーセンを梯子した。

      　プリクラを撮る時の岬の顔とポーズが明らかに証明写真のそれで、ツボすぎて大笑いしていれば、岬は恥ずかしそうにぷりぷりと怒った。

      　そんな風にして一通り楽しんだ後、最後は二人で夜ご飯を食べて解散した。

      　

      　家に着いた後、律儀な岬から今日一日の感謝の意と、今後もまた一緒に出かけたい旨がそこそこの長文で送られてきて、お風呂の中でニヤついた。

      　私へのメッセージを考えるのに、軽く十五分くらいはかかっていそうな長さだ。

      　冷たく映らない程度の長さに言葉を揃えてパパッと返事を返せば即既読がついて、私が教えたばかりのかわいらしいスタンプがいくつも送られてきた。

      　私もスタンプを返して、メッセージを閉じる。

      　明日、イメージチェンジをした岬の姿を見た康介辺りは興奮してファンクラブでも作りそうだ。

      　岬がいろんな人に褒められるのが楽しみで、不思議な気分だった。

      　後輩ができるのは良いものだと、生まれて初めて思った。

      　

      

       

      　　　　　　　　　５

       

      　期初の履修登録における抽選は、大学生活においてわりと重要度の高いガチャだと思う。

      　大学生の生活において、単位取得と就活、卒業論文は要だ。

      　そのうち単位取得においては、出席のみで評価の八割が決まるなど、楽に取れる単位である通称楽単と、普通に出席してレポートを書いていれば取れる単位とが多くを占める。

      　残りの二割程度が、出席やレポートだけでは単位取得が難しかったり、テストがえげつない難問揃いだったりする難易度の高い単位だ。

      　いずれのケースにおいても重要なのが出席率で、仮に自分が欠席してしまった日があったとしても、友人知人が出席していれば代返してもらえたり、代返は無理でも授業のノートを見せてもらうことができる。

      　この構造が存在するがゆえに、履修登録時は楽単の獲得を目指して誰かと一緒に申し込むものだけれど、楽単に近ければ近いほど当然抽選倍率も高くなるものだ。

      　そしてその抽選に、ことごとく外れてしまったのが今年だった。

      　誰かといれば、講義が始まるまでの時間など一瞬で過ぎ去る。

      　でも、一人で座っていると、スマホをいじろうと何をしようと、どことなく退屈で、時が経つのが遅く感じるものだ。

      　大講義室の一番後ろの列で一人きりというシチュエーション。

      　抽選に落ちまくった私は例に漏れず、講義前の孤独な退屈タイムを持て余していた。

      「お疲れー。昨日のユカちゃんとのデートどうだった？　あの子かわいいっしょ？　ちょっと天然だけど」

      「お疲れ。そこそこ楽しんで解散したわ」

      　私の隣に座った見知らぬ男同士の会話を聞きながら、天然だけどかわいいと言えば岬だな、と思う。

      　イメチェンをした岬の評価は私の予想通り、サークルでも学部内でも鰻登りで、岬の評価は「根暗っぽい岬ちゃん」から「あの可愛い岬ちゃん」に変貌を遂げた。

      　イメチェン後の岬を初めて見た康介は、期待以上の反応を示してくれた。

      「み、岬ちゃん⁉　ちょ、マジ可愛いって！　今までのってコスプレ⁉　何⁉　中身だけじゃなく、見た目も女神だったの⁉」

      　そんな言葉を口走りながら康介は岬を一通り褒めちぎり、セイントのメンバーに「めっちゃかわいくないっすか⁉」と岬を紹介して回った。

      　みんな同様に驚いた様子だったけれど、岬の可愛さは文句のつけようもなかったらしい。　

      　驚きはしても、誰も康介の言葉を否定しなかった。あの三春でさえも、岬を見た瞬間、「こんなに可愛い子がウチにいたのね」と目を丸くしていたくらいだ。

      　学部でも同級生に褒められたり、話したことのない子たちからも話しかけてもらえたりしたようで、岬が嬉しそうに私に報告してくれたのは記憶に新しい。

      　それに、一緒に過ごすようになってわかってきたことだけれど、岬は中々いないレベルのかなりの天然で、しかも純粋だ。

      　岬がセイントに入ってもうすぐ二ヶ月が経とうとする今、私と岬の仲はますます深まっている。ゆえに学年は違えど、岬と過ごす時間はとても多い。

      　先週末二人で買い物に行った時も、岬は持ち前の天然を存分に発揮して私を戸惑わせた。

      　夏服を全然持っていないという岬とファッションビルの上から下まで奔走し、夏服を手に入れた午後、岬は買ったばかりの服が詰め込まれた大きなショッピングバッグを両手に持って佇んでいた。

      　だから、荷物持つわよ、という意味で私が手のひらを差し出すと、岬は一瞬きょとんとした顔をした後、少し照れながら手を繋いできたのだ。

      　ほっそりとした女の子らしい手のひらの感触に、柔らかい春色の体温。

      　私が荷物を持つという意味合いで差し出した手を、どうやら岬は「手を繋ぎたい」という意思表示として受け取ったらしかった。

      　あのね、違うからね。荷物、片手でそんなに大変そうに持つの、さっきよりもっと大変でしょ。どういうことなのよ。

      　そう思ったけれど、真横を歩く岬があまりにも嬉しそうな横顔を見せるから、私には何も言えなかった。天然由来の事象というのは常に、破壊するのが躊躇われる性質を持っていると思う。

      　とはいえあんなことを他の男にでもしたら、一瞬で勘違いされるからどのタイミングで指摘を入れようかと今でも悩んでいるところだ。

      　そうかと思えば、岬は天然なだけでなく、純粋さも併せ持っているから厄介だった。

      「舞はテクニシャンだからいいよなー。舞の手にかかればどんなマグロだって一発で骨抜きだって噂、聞いたことあるわ。軽く十回くらいは」

      　康介と岬と三人で飲みに行った日、お酒が良い感じに入ったらしい康介が、突然爆弾を投下してくれた。

      　確か、岬に彼氏はいるのかと康介が聞き始めたところから話は始まった。

      　それで、「いません」と答えた岬が、私と康介にも相手はいるのかと控えめに聞いてきた。

      　私も康介も「いない」と答えたところで、康介が「舞はいいよな」と言い始めたのだ。

      　今その話する必要ある？　てか、そんなテクニシャンになった覚えないし、十回聞いたとか絶対嘘だろ。岬の前でふざけんじゃないわよ。

      　そう思って、「変なこと言うな！」と康介をど突いたところで、岬がキラキラした目で「舞さんはお料理もお上手なんですね」と言い出した。

      　は？　料理？　セックスの新しい隠語か？

      　私も康介も、最初は何を言われたのかわからなくて顔を見合わせたけれど、直後に岬が、「今度お寿司握ってほしいです」と微笑んだところで合点がいった。岬はマグロのことを人間の性行為へのスタンスを表す言葉ではなく、魚の鮪だと思っているのだ、と。

      　あまりの純粋さに胸を突かれて、私は息を詰めざるを得なかったし、康介に至っては罪悪感が込み上げたのか、呻きながら顔を覆った。

      　私たちの反応を見た岬は、自分が何かおかしなことを言ったらしいことにはすぐに気づいて、「ごめんなさい」と困ったように慌てていたけれど、康介が「謝らなきゃいけないのは俺の方だよ……。岬ちゃん、マジでごめんな……」と顔を覆ったまま言った。

      　その後少し経って、岬がお手洗いに行ったタイミングで康介の洋服を引っ掴んで引き寄せた。

      「……あんた、マグロが何を意味するか、岬に本当のこと教えたら殺すわよ。マジで許されないからね。あたし本気で言ってるから」

      「さ、さすがの俺も言えねーよ！　それ教える奴もう人間じゃねーだろ！　やべえよ！」

      　岬ちゃんマジ天使。

      　魔法少女プリカキッスのサクラちゃんと同レベで天使。魂が二次元。

      　康介はそんなことをぶつぶつ言いながら、「俺らで岬ちゃんという名の天使を守ろうな」と切実な表情で同意を求めてきた。

      　その日から、康介は岬の前だけでは下ネタを言うのをやめたのだった。

      「……なあ、さっきからなんかめっちゃ可愛い子こっち見てるよな？」

      「うわ、マジじゃん。目合ったわ」

      　隣から聞こえてきた浮足立った声に、意識が現実に引き戻される。

      　めっちゃ可愛い子がこっち見てる。

      　そんな言葉に釣られて視線を向けると、講義室の中段辺りで、光り輝く美少女もとい、岬が振り向いてこちらを見ていた。

      　思わず「あっ」と口を動かすと、岬は私が気づいてくれたことが嬉しかったのか、顔中を綻ばせて笑った。とても可愛い。

      　それから笑顔のまま小さく会釈してくるから、口角が自然と上がってしまったところで、隣から勘違いも甚だしい声が聞こえてきた。

      「やば。今あの子が会釈したの俺にかな？　めっちゃかわいくね？」

      「ちげえだろ、俺にっしょ」

      　いやあたしにだから。赤の他人に会釈しないだろ。頭おかしいわけ？　

      　そう思って咄嗟にじっと隣の彼らを見つめると、私の視線に気づいた二人が私の顔を見て、それから少し赤くなった。

      　二人とも互いの目を一瞬見合わせた後、違う話題を始めたけれど、講義が始まってからもどこかソワソワして私の方をちらちらと見てきて地味にイラッとした。節操がなさすぎる。

      　それでも、手元のスマートフォンに岬から「この後お昼ご飯ご一緒できませんか」というメッセージがかわいらしい絵文字とスタンプと一緒に届いて、一瞬で柔らかい気持ちになった。

      　岬は毎回、私や康介が教えたスタンプや絵文字を律儀に使ってくるから可愛いのだ。

      　講義終わり、落ち着かない様子の男二人の視線を振り切って、岬を背後から抱きしめて捕まえると、岬は飛び上がらんばかりに驚いてから、照れたように「舞さん」と言って目尻を溶かした。

      　あんたたちじゃなくて、あたしへの会釈だから。

      　そんな気持ちを含めて振り返ると、ぽかんとした表情で男二人は私たちを見つめた後、落胆と興奮が入り混じったような謎の表情で去っていった。

      　胸元に抱き込んだ岬からは、微かに春の匂いがして麗かだ。

      　お昼ご飯、何にしようか。

      　そんなことを二人で考えながら講義室を出る頃には、気分は完全に切り替わっていた。

      　

      　

      

       

      　　　　　　　　　６

       

      　梅雨の合間の晴れの日は、青が煙って蒸し暑い。

      　街全体が、全力疾走する夏に向けて真夏の種を育んでいる気がする。

      　こんな日は家にでも籠って、街を見る目が変わりそうな美の薫る映画でも観たいところだけれど、セイントに所属する者には縁のない話だ。

      　梅雨を吹っ飛ばす大宴会と銘打たれた毎年恒例の飲み会は、大学近くにある座敷形式の小さな居酒屋を貸し切って開催され、開始三十分にしてあちこちで空のビール瓶が量産される狂乱を極めていた。

      「飲ーんで飲んで飲んで飲んで！　飲ーんで飲んで飲んで飲んで！　飲ーんで飲んで飲んで飲んで！　飲んで？」

      「いただきまーす！」

      　あちこちで飛び交うコールと乾杯の嵐の中、私も例に漏れず何杯かビールを飲み干した。

      　多少飲んだくらいで潰れることはないけれど、宴会の雰囲気も相まって酔いそうだ。

      　新入生や酔った先輩たちの絡み酒を適当にいなしつつ、避けられない時は飲んでを繰り返していると、珍しく眉を顰めた表情の康介が早足で近づいてきた。

      「……おい、ちょっとやばいかも」

      「何が？」

      「今日ユウさんが来ててさ、奥の方で岬ちゃんが絡まれてる」

      「……は？」

      　康介から告げられた言葉に思わず座敷の奥を振り向いて覗くと、テーブルを挟んで相対するかたちで岬と、四年生のユウさんが座っているのが見えた。

      　ここからでは何を話しているのか窺い知ることはできない。

      　それでも、緊張した面持ちの岬の表情と、ユウさんの不自然なほど明るい笑顔を見るに、会話内容は容易に察することができた。

      「ちょっと、なんであそこ二人きりであんな奥にいんのよ？　岬、さっきまでは一年生の女の子たちといなかった？」

      「や、そうなんだけど、突然ユウさんが現れて、岬ちゃんと飲みたいからって言って連れていっちまったみたいでさ……」

      　どうやら隣のテーブルでその一部始終を目撃していたらしい康介は、すかさず私に危機を伝えに来てくれたようだ。本当によく周りを見ている。

      「あんなイケメンに擬態しただけの特級危険人物と、岬を二人きりにしたらヤバいに決まってる……！」

      「だよな……。ユウさん、最近ずっと岬ちゃんのこと可愛い可愛いって言ってたから、狙ってんだと思う」

      　康介の言葉に、小さく舌打ちする。

      　ユウさんは、センターパートにした黒髪に、切長の瞳と高い鼻筋が印象的な長身の四年生だ。セイントはユウさんの掛け持ち先のサークルのひとつのようで、ユウさんはセイントの飲み会にはごく稀に顔を出す。

      　顔だけは康介に負けず劣らず無駄に良いし、物腰も一見柔らかいから、何も知らない女子たちにはよくちやほやされている人だ。

      　でも、ユウさんは康介とは違って狡猾で、かなり強引なところがある。

      　好みだと思う女の子を見つけると、持ち前の容姿と化け物じみた酒の強さを活かし、飲み会で仲良くなり、潰してから持ち帰ろうとするのがこの男の常套手段だ。

      　セイントはオールラウンドサークルではあるし、性に乱れている人間もちらほらいるけれど、性犯罪サークルでは決してない。事に及ぶときは同意の上でが、このサークルに所属する上での最低限のマナーだ。

      　だからこそセイントの面々からすればユウさんは、さっさと卒業してほしい四年生ランキングがあれば上位にランクインするに違いない人だった。

      　去年セイントに入って以来、私も絡まれたことは何度もあるけれど、それを知っているからこれまでなんとか躱し続けている。

      　でも、岬は私とは違う。

      　男慣れしていないどころか、人間慣れをしていない。こんな飲み会でユウさんに狙われれば、一溜まりもないだろう。上手く丸め込まれて酔わされて、持ち帰られるのが関の山だ。それどころか、岬がユウさんに変に惚れてしまって、セフレ扱いされ続けるかもしれない。

      　ユウさんはサークル内でも学内でも顔が広いし、いつも大勢の中心にいる。

      　面と向かってあんたなにやっているんだとは言いづらいからこそ、康介も私に伝えてきたに違いなかった。

      　困り顔の康介に短く感謝を告げてから、ふう、と一息ついて気合を入れる。

      　相手が誰だろうと、岬を酷い目に遭わせるわけにはいかない。適当な満タンのビール瓶とコップを持って、二人の元へと向かう。

      「ユウさん、お疲れ様です。私も入れてください」

      「お、舞じゃん。舞から俺のところに来てくれるなんて嬉しいな」

      「はい、なんか楽しそうだなって思って来ちゃいました」

      　営業スマイルを振りまきながら、「ちょっとごめんね」と声をかけて岬の横に座る。

      　岬はユウさんがどんな意図で自分に話しかけているかなどきっと知りもしないから、楽しい飲み会の輪が広がったくらいの気軽さで私の参加を喜んだ。

      　さて、どうやって今晩、この人の興味を岬から外そうか。

      「ユウさん、いつもみんなに囲まれてるのに、今日は珍しいですね」

      「そんなことないけど、今世紀稀に見るイメチェンを遂げたって噂のシンデレラガールと、俺も話してみたいなって思ってさ。岬ちゃん、見た目も良いけど、性格もシャイで真面目で可愛いんだね」

      　お前なんで岬と二人きりで飲んでるんだよという気持ちを込めた、私のさりげない牽制を容易く躱して、ユウさんはナチュラルに岬を褒めた。

      　不自然に優しい人間には、なんらかの下心があるのがこの世の常だ。

      　それでも、整った顔面でこんな風に微笑まれたら、大体の女の子は舞い上がってしまうだろう。それが、何も知らない一年生ならなおさらだ。

      　岬がもしも、今までユウさんの毒牙にかかった新入生たちと同じような表情をしているかもしれないと思ったらなんとなく嫌だ。

      　嫌だけれど、現実を直視するしかないから岬の横顔を盗み見ると、岬はいつもと変わらない恐縮した様子で大真面目に答えた。

      「あ、ありがとうございます……。でも、舞さんやみなさんが色々教えてくださるだけで、私はわからないことばかりなんです。こういう飲み会も、実はまだ慣れていなくて」

      「え、そうなの？　じゃあ俺が教えてあげるね。まずはお酒飲んでテンション上げていこ」

      　岬が変わりない様子であることに内心安堵したのも束の間、ユウさんがすかさず岬のコップに並々とビールを注いで、岬に渡した。抜かりがない。

      　一口飲んでコップを置こうとする岬に、ユウさんは、「こういう時は全部いってみるものだよ」なんて言って、そのまま杯を空にさせた。

      　岬とはいつも、昼間に出かけることが多い。それ故に、何度か飲みの席で一緒になっているとはいえ、岬がどれくらい飲めるのか正直わからなかった。

      　アルコールが入ってすぐに赤くなることはないから、著しく弱いということはないのだろう。

      　だとしても、セイント内でも屈指の飲酒耐性を持つ目の前の男よりも強いことは考えにくい。

      　どうしようかと考えあぐねていると、ユウさんはあれよあれよという間にビール瓶一本分をグラスに空けていった。机の上にはあと何本もビール瓶が並んでいる。もしこれを全部飲まされたら、少しも酔わない人間はほとんどいないに違いない。

      　トークの合間に、岬はユウさんに勧められるがままにコップを律儀に空にしていくから、一本分がなくなりかけた時点でさすがに割って入る。

      「ユ、ユウさん、ちょっと岬にハイペースで飲ませすぎじゃないですか？　岬、どれくらい飲めるかわかりませんし、飲ませすぎたら飲み会嫌いになっちゃうかも」

      　明るくそう言いながら、さりげなく岬のコップを自分の側へと寄せる。

      　さすがにコップがなければ飲ませられない。

      　この隙にチェイサーで水でも頼みつつ、岬を他の席に逃そう。

      　そう思ったところで、ユウさんが二本目と三本目のビール瓶を空けながら、ニコリと口角を上げた。

      「じゃあ今日は舞が付き合ってくれるんだ？　俺、前も言ったかもしれないけど、舞のこと結構タイプでさ。舞ともいつか飲みたいなと思ってたから、歓迎するよ」

      　俺はこれ飲むから、舞はそれ全部飲んでね。はい、乾杯。

      　目の前に並んだビールの注がれた三つのグラスを見て、しまったと思った。

      　これはユウさんのよくやる、通称サドンデス戦法だ。自分と同じ量を相手にも飲ませて、相手が先に潰れるのを待つ。自分の酒の強さがわかっているからこそ為せる技だ。

      　後輩からすれば、先輩が飲んでいるのに自分が飲まないわけにはいかない。ズルズルとあっという間に飲まされて潰されるのを前にも見たことがある。

      　どうやら今晩の標的は、岬から私に移ったらしい。

      　最悪だ、と一瞬思ったけれど、岬が潰されて変な目に遭うよりはマシだ。どこかで適当に逃げる隙を見つければなんとかなるかもしれない。

      　いただきます、と社交辞令で微笑んで飲み干すと、口の中に苦いアルコールが広がる。炭酸が胃の中へと、ざらついた感覚を残しながら流れ落ちていく。

      　お互いに三杯分を飲み干したところで、ユウさんはすぐに空のコップへとビールを注ぎ足した。

      「さすが、いい飲みっぷりだね。舞お酒強いってよく聞くもんな。どんどんいこうか」

      　ユウさんとこんな風に飲むのは初めてだけれど、本当にハイペースだ。

      　こんな勢いで何度も飲まされたら、逃げる隙もない。

      「てかさ、舞って今彼氏いるの？」

      「いませんよ」

      「マジ？　意外だわ」

      「ユウさんこそ、彼女さんは？」

      「いないよ。全然モテなくてさ。あ、それ早く飲んでね。俺もう飲んじゃったから」

      「……あ、すみません、飲みます」

      　適当に話を延ばそうとしたけれど、すかさず促されて仕方なくコップを空ける。

      　私は酒に弱いわけではないが、その実決して強いわけでもない。それに、いつもはこんなペースで飲むことはないのだ。

      　頬が熱いし、少し頭がぼんやりする。

      　ただでさえ今週はバイト漬けで疲れ切っている挙句、何も食べずに飲み会に来たから、空腹状態であることも手伝って早くもアルコールが回ってきているらしい。

      　結構やばいかも。

      　目の前に新たに並んだ四杯分のコップを見ながら内心冷や汗をかいていると、隣にいた岬が突然、私の前に並んだコップを自分の方へと引き寄せた。　

      「ユウさん、私が飲んでもいいでしょうか」

      「え……」

      「お、岬ちゃんいけるの？　いいね」

      　いきなり何言い出すわけ。

      　そう思って唖然としていると、岬は心配そうに私の顔を覗き込んでから、眉を下げて言った。

      「舞さん、今日は少しお疲れみたいなので、あまり飲むのはよくないかと……」

      「じゃあ代わりに岬ちゃんが付き合ってくれるってことでいい？」

      「はい、私でよければお付き合いさせていただきます」

      　唐突な岬の申し出に、ユウさんはニヤリと口元を歪めた。悪意が隠しきれていない。

      「や、やめなよ岬、無理しなくていいって……！」

      「大丈夫です。もし酔ったら、申し訳ないのですが、家まで送ってほしいです」

      　いや、それはそうなんだけど、岬が潰された後、あたしもこいつに潰されるかもしれないし。

      　そう思ったけれど、ユウさんの前でそんなことを言えるはずもなく「わかった」と答えれば、岬は安心したように微笑んだ。

      　アルコール排出用の水と、岬が吐いた時のためのビニール袋に加えて、緊急脱出用の康介を手配しなければ。

      　そう思いながら手に汗を握る。

       

      　三十分後、眼前には予想だにしない光景が広がっていた。

      　かつてないほど赤い顔にどこか焦点の合わない目をして、呆然と自分の目の前に並んだコップを見つめるユウさんと、顔色ひとつ変えず、穏やかに微笑む岬。

      　結論から言えば、岬はとんでもない酒豪だった。

      　岬の天然が炸裂したのか、岬はコップに注がれた酒をお互い飲み干さないといけないルールなのだと完全に思い込んでおり、ユウさんのハイペースに真っ向から付き合った。

      　ビール瓶が見たこともないスピードで空けられていくから、どのタイミングで止めに入ろうかと思ってハラハラしたけれど、杞憂だったらしい。

      　先に酔いが回って、音を上げたのはユウさんだった。

      「み、岬ちゃん、どうなってるの……？　酒強すぎじゃね……？」

      「そうなんでしょうか……？　あまり飲んだことがないので、自分ではよくわからなくて」

      「はは……。そうなんだ……。うっ」

      　アルコールが回って相当気持ち悪いのだろう。

      　軽くえずきながら、強大な力を隠していたキャラクターでも見るかのような目でユウさんは岬を見たけれど、岬は意に介さない様子で困ったように微笑むだけだった。強すぎる。

      「あ、俺、ちょっとトイレに……」

      　店を貸し切るようなレベルのセイントの飲み会では、飲みすぎて吐く人間も多いから、トイレに行かずとも吐瀉物を効率的に処理するためのビニール袋が用意されている。

      　でも、ユウさんのプライドがそんなものに頼ることは許さなかったに違いない。

      　テーブルに手をついて、ふらふらとトイレへ向かおうとするユウさんを岬が制した。

      「待ってください、ユウさん！　お手洗いは今、待っている方が見えるので入れないかと思います。まだお酒も残っているので、お手洗いが空くのを気長に待ちましょう」

      　たぶん、この提案は岬からすれば、心からの善意だったのだと思う。

      　でも、この量を飲まされて瀕死の人間からすれば、今の発言はまさに悪魔の宣告に違いなかった。

      　岬の言葉に、立ち上がりかけたユウさんはトイレの方を振り返ってから、絶望の表情を浮かべた。よろめきながら腰をおろす姿が痛々しい。

      　目の前に並んだコップを見て青い顔をしつつも、岬が律儀に自分のコップを空けてからユウさんにもコップを手渡すから、受け取らざるを得なかったらしい。

      　おぼつかない手つきで岬からコップを受け取り、岬がスッとお酒を飲み干すのを見て、ユウさんは悲壮な表情をした。

      　それから、覚悟を決めたように自分のコップに口をつけ、流し込んだ瞬間、ついに限界が来たらしい。

      　ユウさんは私が手に持っていたビニール袋をひったくるようにして奪い取り、その中に思い切り吐いた。

      「だ、大丈夫ですか……⁉　すみません、体調が優れなかったんでしょうか……？　ユウさん、お手洗いに行きましょう。全部吐いてしまった方が楽になるかもしれません」

      　みなさんすみません、ユウさん体調が優れないみたいなので、お手洗い先に通してください。　

      　そんなことを意外と通る鈴のような声で言いながら、岬はユウさんを抱えてトイレへと突撃していった。

      　周囲にいた人間からすれば、あのユウさんが潰れていることも、それを運んでいるのが岬であることも驚きの連続すぎるに違いない。

      　誰もがサッと道を開けた。結果的にみんなに注目されることになって、ユウさんからすればあまりにも死体蹴りすぎる。

      　それからの岬は、まさに女神だった。

      　ユウさんが落ち着くまで、吐き続けるユウさんの背中をさすり続け、「何かあったら大変なので」と言って、私と康介にユウさんを家まで送ることを提案してきた。それだけではなく、帰りにコンビニでユウさんのために水と頭痛薬まで買ってあげて、ユウさんを私と康介と一緒にユウさんの自宅まで送り届けたのだ。

      　その間中、岬はアルコールを感じさせる気配はなく、ケロッとした様子でテキパキと動いていたから震えた。酒で岬に挑んではいけない。

       

      　あのユウさんが、セイントの一年に潰された。しかも相手の一年はユウさんを献身的に介抱した挙句に、ノーダメージで歩いて帰ったらしい。

      　その情報は飲み会後の数日のうちに、学内であっという間に知れ渡った。

      　それどころか噂に尾鰭が付いて、岬がユウさんを返り討ちにして救急車を呼ばせたらしいとか、岬はアルコールが効かない特異体質らしいなんて馬鹿げた話まで一部では広まっているらしい。

      　それでも、岬がユウさんを献身的に介抱した話も同じくらい尾鰭が付いて伝わっているようで、岬の容姿も相まって一部では岬の熱狂的な信者まで生まれたとのことだ。

      　そして、その熱狂的な信者の一人がこの男だった。

      「あの、これって心理学のノートじゃ……」

      「うん。岬ちゃん、風邪ひいて欠席したって聞いたから、友達からコピーもらっといた。テストに出るかもって教授が言ってたらしいから、よく見ておくといいかも」

      「ユウさん、ありがとうございます……！」

      　岬と康介と学食でランチを食べていると、ユウさんが笑顔で近づいてきて、岬にノートのコピーを渡した。

      　岬の出席している講義の情報をどこかから仕入れたらしいこの男は、岬の欠席を知り、自分の広い交友関係を駆使してノートのコピーを調達したようだ。

      「岬ちゃん、この前は本当にありがとね……。俺、あんなにお酒強い女の子に出会ったのも、あんなに優しい女の子に出会ったのも初めてだったから感動しちゃって」

      「いえ、私の方こそ、ユウさんの体調が優れないのを知らずに申し訳ありませんでした……」

      「謝ることじゃないよ。本当に色々ごめんね」

      　あの日、ユウさんは岬にプライドを木っ端微塵にされたに違いないから、岬に何らかの報復してくるのではないかと警戒したけれど、岬の徳の高さはユウさんの堕落した心さえも浄化したらしい。今ではすっかり岬の信者と化していた。

      　それに、何がどうなってどのように反省したのかはわからないけれど、噂では飲み会で女の子を潰すこともやめて、まっとうにお酒や恋愛を楽しみ始めているようだ。

      　康介に「あの日岬ちゃんに吐かされたゲロの中に、ユウさんの体内に埋め込まれてた呪物が混じってたんだと思う」と言わしめるレベルで、すっかり善人に近づきつつあるらしい。

      「岬ちゃんに変なことしようとする奴がいたらすぐ教えて？　俺が許さないからさ。じゃあ俺、バイト行くからまたね」

      　岬に変なことしようとしたのはお前だろ。

      　信仰の対象である岬と話せたからか、心なしか嬉しそうな様子で遠ざかる長身を見ながらそう思ったけれど、何事もなくこの世に善人が一人増えたと思えばまあいいかと思い直す。

      　ふ、と一息をついて学食の席から仰ぎ見た窓の外には、青い空が広がっている。

      　目を眇めて見ていると、ノートを鞄にしまいながら、岬が「外、暑そうですね」と微笑んだ。その顔を見ながら、岬って麦わら帽子とかも似合いそうよねとぼんやり見つめる。

      　ただ漫然と生きていたから、他人の姿に季節を重ねることなどなかった。

      　岬を見ていると、世界にやさしい風穴が開くみたいで不思議だ。

      　適当な理由をつけて無駄に岬に触ろうとする康介に机の下で小さく蹴りを入れつつ、この夏、岬をどこへ連れて行こうかと考える。

      　岬に出会って浄化されたのはユウさんだけでなく、私も同じかもしれない。

      　この夏、あの子とどこに行こう。

      　その時あの子は、どんな顔をして喜ぶだろう。

      　その思案のひとつひとつが、夏に近づく第一歩なのだと知った。

      　それはやさしい未来のかたちをした、うつくしい軌跡だった。

       

      

       

      　　　　　　　　　７

       

      　サークルに入っている大学生の夏休みと言えば、夏合宿だ。

      　お盆明けの八月、夏の真っ只中、セイントの面々は一泊二日の夏合宿という名の小旅行に来ていた。

      　海沿いにある小さな旅館を貸し切って開催されるこの合宿は、昼は海で遊んでから夜はバーベキューと花火、そして大宴会という鉄板のコースだ。

      　旅館に荷物を置いた今、レンタカーを借りて海へ向かっている。

      　この車内にいるのは運転手の康介と助手席には三春、後部座席に私と岬という面々だ。

      　私も免許は持っているし運転もできるけれど、女性陣に運転をさせるわけにはいかないという謎理論を康介が振りかざしてきたから、大人しくお言葉に甘えることにした。

      「いや〜今日はひさしぶりに三春ちゃんにも会えたし、これからビーチで可愛い女の子たちの可愛い姿を拝めると思うと、俺って最高にツイてる！　しかも、海に向かう車内には美女だけ！」

      「康介くんに会うの、本当にひさしぶりね。セイントのみんなとも今日はたくさん話したいわ」

      　助手席に座る三春がそう言ってニコリと笑うと、康介が「三春ちゃん、カワイイ〜！」とわざとらしく大声をあげるから、後部座席から運転席のシートへ小さく蹴りを入れた。

      「てか、三春あんた、どこか遠くに行くなら行くって誰かに言ってから行きなさいよね。ひさしぶりに姿見せたかと思えばイギリスに数週間旅行に行ってましたって、さすがに自由すぎじゃない？」

      「あら、言ってなかったっけ？」

      「言ってなかったわよ……」

      　助手席でけらけらと笑う三春は、夏休み直前に姿を消した。夏休み前の中間テストを終えてからというもの、ぱったり姿を見せなくなったのだ。

      　もともと三春はセイント以外のサークルも掛け持ちしているし、ふらっと現れてはふらっと消えるような女だ。共通科目の授業くらいでしか姿を見ないことも多かったけれど、メッセージの返信もなければ、セイントの飲み会にも顔を出さないからどうしていたのかと思っていたところ、この夏合宿に現れて、唐突に生存確認が取れたというわけだ。

      「そういえば、岬ちゃんとは私、きちんと話すのは初めてよね？　たまに見かけるし、舞からも色々話は聞いているけれど」

      　後部座席をちらりと振り返った三春が、岬に声をかけた。

      　言われてみれば、確かにそうだ。私が岬に三春を、三春に岬のことを話したことは何度もあるし、三春に遠くから「あれが岬だ」と伝えたことはある。

      　でも、意外と多忙な三春はセイントの飲み会にもしばらく顔を見せなかったから、岬を直接紹介する機会が今日までなかった。

      「は、はい……！　三春さん、よろしくお願いします……！」

      「岬？　三春は顔だけはいいけど、中身はセックスマシーン二号だから気をつけなさいよ」

      　少し緊張した様子で挨拶をする岬に、三春には注意するようにと伝えると、助手席から明らかに面白がった様子の声が聞こえた。

      「そんなことないわよ？　岬ちゃん、今夜はたくさんお話ししましょうね」

      「『お話』には色んなことが含まれてるから絶対ダメ。あんた、岬に変なこと教えないでよね？」

      「あら、舞の考える変なことってなあに？　具体的に教えてもらえる？」

      「全部よ、全部！　この世の変なことの全部！」

      　クスクスと笑う三春を軽くいなしてため息をつく。

      　頭の回転が速すぎて、三春には口喧嘩では絶対に勝てない。

       

      　海へ着いたのは、ちょうどお昼を過ぎた頃だった。

      　まずは海の家でみんなでご飯を食べてから、それぞれ水着に着替えて自由行動になった。

      　私はソリッドタイプのハイウェストの青い水着へ、薄手のパーカーを。

      　三春はワンショルダーの黒いビキニに、ひとつにまとめた髪を流して現れた。

      　康介は女性陣の水着を見るなり合掌して一礼を捧げてから、先輩と一緒に女の子たちを連れて海へ飛び込んでいった。どこまでも期待を裏切らない男だ。

      　岬はというと、泳ぐのが苦手らしく、水着にはならずに白い半袖に水色のショートパンツを履いて砂浜で遊んでいた。

      「海に入るまではしなくても、波打ち際で少し足をつけるだけでもどう？　冷たくて気持ちいわよ」

      　三春や康介に混ざって海へ入ってから、パラソルの下でぽつんと座る岬の元へと近づく。

      　声をかけると、体育座りをした岬が私を透明な目で見上げた。日焼けしてしまうからと、海へ着いてすぐ岬に買い与えた大きな麦わら帽子がよく似合っている。

      「す、少しだけなら……」

      「うん。波が来ても倒れないようにあたしが手を握ってるから安心して」

      　岬をパラソルの下から連れ出して、海へと向かう。

      　白い砂浜に、柔らかい波が寄せては返っていく。

      　私に倣って、恐る恐るといった様子で足を水につけた岬は、「気持ちいい……！」と小さく感嘆の声をあげた。

      「でしょ？　あっちにいる馬鹿たちに近づきさえしなければ大丈夫だから、少し波打ち際を歩こっか」

      　私が歩き出すと、岬は親鳥の跡を追う子ガモのように、ぴったりとくっついてついてきた。時折大きな波が来ると、怖いのか私にぴったりと寄り添ってくるから、かわいくて思わず笑みがこぼれる。

      「す、すみません。近すぎますよね……」

      　私が笑ったことに気づいたらしい岬が、慌てたように言った。

      　イメチェンをして周囲の反応が変わってもまだ、岬はどこか自分に自信がない部分が見え隠れする。

      　せめて私にくらいは、ずっと一緒に過ごしてきているのだからもっと甘えてくれてもいいのにと思うけれど、そんな慎ましさも岬の魅力のひとつだ。

      　無条件に大切にしたくなる。

      「んーん。嬉しいからずっとそうしてて。もっと近くてもあたしは構わないくらいだし」

      「も、もっと近く……」

      「ふふ、手繋ぐとか、そういう距離のことよ」

      　三春や康介が変なことばかり言うせいだろう。

      　私の言葉に、岬は何を想像したのか不意に顔を赤くした。

      　手を繋ぐとかそういうことだと伝えると、岬はそれでも恥ずかしいのか、頬を染めたままだった。

      　岬を見ていると、守りたいけど近づきたいような、不思議な気持ちになる。今まで誰にも感じたことのない、柔らかくて温かい気持ちだ。

      　かわいいな、という思いのままに、岬の手をそっと握る。

      「今日はこのまま、あたしと一緒にいよ。どうせ誰かがバーベキューの買い出し行かないといけないんだし、買い出し行きながらドライブしてもいいし。まあ、それでちょっとくらい遅くなっても文句言われる筋合いないでしょ。遅いとかなんとかごちゃごちゃ言ってくるなら、自分で買い出し行きなさいって話よ」

      　ね、どう？

      　そう聞けば、岬は赤い頬のまま、こくりと頷いた。私の手をやさしい力で握り返してくれる、その強さが心地良い。

      　海岸線沿いを、岬と手を繋いで歩いた。

      　波音が沈黙を柔らかく攪拌し、潮風に夏が解けて香る。　

      　岬はなぜか口数が少なかったけれど、黙っていても、絵になる時間だった。

      　

      　学生の体力は凄まじい。

      　海から上がってバテるどころか、一同ハイテンションでバーベキューを済ませ、みんなで花火も楽しんだ（私と岬の海辺ドライブが咎められることもなかった）。

      　最後に岬と三春と一緒に線香花火をした時は、三春が驚異のバランス感覚を見せるから、いつも先に私たちの花火が地面に落ちてしまった。

      　その度に岬が、少し悲しそうに「あっ」と言うから、三春に目で「一回くらい負けてあげれば」と合図を送ると、ゆっくりと首を横に振られた。後から聞いてみれば、三春よりも長く花火を保たせようと一生懸命な岬ちゃんが可愛いから見ていたいとのことで、真性のサドの考えることはわからないと心から思った。

      　そして、夏合宿最後の予定となる、旅館の大広間を利用した大宴会がスタートしたのが今だ。

      「さ！　みなさま、盛り上がって参りましたが、この大宴会のルールはひとつだけです！　乱交するときは絶対個室で合意の上で！　以上です！　サイコーの夏にしましょ〜！　乾杯〜！」

      　康介のとち狂った乾杯の合図を皮切りに、私と岬が買い付けた缶ビールや酎ハイのプルタブがあちこちで引かれる軽快な音がした。

      　乾杯直後の一時間が、飲み会は一番盛り上がる気がする。自分自身が大騒ぎするタイプではないけれど、みんなが笑顔で馬鹿な話で笑い合ったり、楽しく酒を飲んだりしているのを見るのは好きだ。

      　微かな高揚感を抱きながら、私もレモンサワーの缶酎ハイに口をつけると、横にいた岬が不思議そうな顔で言った。

      「舞さん、質問してもいいでしょうか」

      「？　うん、もちろん」

      「ありがとうございます。あの、さっき康介さんがおっしゃっていたランコウ？　ってなんでしょうか？」

      　岬が発した言葉の意味がすぐには理解できなくて、一瞬時が止まった。

      「はっ？」

      「ルールはわかったのですが、ランコウが何かわからなくて……」

      　その辺の人間が同じことを言っていたら、知らないフリしなくていいわよと思わずど突きたくなるところだけれど、岬は天然記念物だ。おそらく本気で聞いてきている。

      　なんと答えようかと考えあぐねていると、悪戯っぽい表情の三春が私の背後からスッと顔を出してきた。

      「あら、岬ちゃん、乱交知らないの？　もったいない。おねーさんが教えてあげよっか？　ちょっとあっちのお部屋行く？」

      「ばっ、馬鹿！　やめなさいよ！」

      　三春はニコニコと笑いながら岬を個室へと連れて行こうと誘うから、慌てて制止する。　

      「乱交は頭のねじが飛んでる奴しかできない行為だから、岬は知らなくて大丈夫よ。人生で知る必要のない言葉ランキング三位くらいのクソワードって感じ」

      「わ、わかりました」

      「三春も、相手くらい選びなさいよね！　岬に変なこと教えないで。ってか、岬に手出したら、いくらあんたでも許さないから」

      「は〜い」

      　私が注意すると、三春はニヤニヤしながら退散していった。

      　康介は明らかにマゾだけれど、三春は明らかにサドだ。

      　岬のことを、調教しがいのある可愛い子とか思っていそうで怖い。

      「ちなみに、舞さんは、ランコウしたことあるのでしょうか……？」

      「ないから！　あとその質問、あたし以外の誰かにするの禁止ね！」

      　三春が去っていったことに安堵したのも束の間、乱交が何を指すのかわからず不安になったのか、岬が私に乱交経験の有無を聞いてきた。

      　不特定多数と関係を持ったことはあれど、複数プレイに勤しんだことはない。

      　きっぱりと否定して釘を刺せば、岬は安心したように微笑んだ。

       

      　宴会の喧騒を眺めながら、強めのお酒を流し込むのが好きだ。

      　隅の方でしっぽり飲んでいる人たちもいれば、康介みたいに思い切り騒いでいる人たちもいる。みんな顔が赤い。でもとても楽しそうだ。

      　奥の方では、三春が一年生の女の子と男の子を誘惑しているのが見える。

      　この後、お得意の乱交に持ち込むのは結構だが、その現場が私が眠る予定の部屋の隣ではないことを祈りたい。三春は一度気に入るとしつこいから、朝まで嬌声を聞きながら眠るのは御免だ。

      　宴会場の開け放たれた窓から、夏の夜特有の濃密で柔らかい風が流れてくる。

      　三春たちとは対角にある宴会場の壁に凭れてぼうっとしていると、ふわりと柔らかい香りがした。

      　見上げれば、私の隣には岬が立っていて、「お隣いいですか」と微笑まれる。

      　断る理由など何もないから、そっと岬が座れるスペースを空けると、岬は手に持っていた缶ビールと一緒に私の隣に座った。

      「……舞さん、ここにいらしたんですね」

      「うん。康介たちに付き合ってたら、肝臓が破壊されるから」

      「ふふ、そうかもしれません」

      　アルコール度数九パーセントと書かれた、大きめの缶チューハイを呷る。岬が持っているのは度数は同じだが、私のものより小さい缶だ。

      　今更ながら、岬とも再度小さく乾杯して、しばらく二人でぼんやりと宴会を眺めた。

      　不思議だ、と思う。

      　今まで誰といても、独りでいるような気持ちにしかならなかったのに、岬が隣にいると、それが自然なことのように思う。岬の纏う空気や使う言葉、やさしい眼差しが馴染んで、二人の境界を滑らかにしていくのだ。

      　岬は何かと私に懐いてくれているように思うけれど、本当にすごいのは岬だ、と思う。

      　実際、岬はみんなに好かれている。岬のことを嫌いになれる奴なんていないんじゃないかと本気で思うくらいだ。

      　なんで岬は、私のそばにいてくれるんだろう。

      　アルコールの回った頭でそんなことを改めて思いながら、宴会を眺めて柔らかい表情をしている岬の横顔を見つめる。

      　長い睫毛の乗る瞼は、私が教えたブランドのピンクベースのアイシャドウで綺麗だ。

      　綺麗に通った鼻筋と薄いけれど女の子らしいくちびるに、シャープな顎の輪郭。

      　そして、私が一番好きな色素の薄いやさしい瞳が瞬く度に、目の奥で光のシャッターが切られる。

      　ああ。かわいいってか、ほんとに綺麗。

      　じっと見つめてしまったせいか、私の視線に気づいたらしい岬がこちらを向いた。

      　すぐ隣に座っている者同士が顔を見合わせれば、意外とその距離は近い。

      　私と目が合った岬が少し驚いたように目を見開いて、パッと頬を赤くしたのが見えた。

      「ご、ごめんなさ……」

      「……ダメ。逃げないで」

      　距離の近さにいつまで経っても慣れない岬が逃げてしまわないように、岬の手のひらに自分の手のひらを重ねて軽く握ると、岬は赤い顔のまま完全に硬直した。

      　誰にでもこんな顔を見せているとしたら危険すぎるけれど、今は私にだけだと思いたい。

      　岬のこういう初心なところも好きだ。

      　かわいくて、守りたくなる。

      「……岬、いつもありがとね。強引に誘っちゃって本当に申し訳ないなって思ってたけど、でも、岬がセイント入ってくれてほんとによかった」

      「と、とんでもないです……。あの、舞さん、か、顔が、近……」

      　キスができそうなくらい顔を近づけると、岬はいよいよ耳まで赤くして、瞬きの回数を増やした。

      　かわいい。岬をからかいたくなる三春の気持ちがわかるような気がする。

      「……岬は、あたしが近いと、嫌？」

      　囁くようにして言うと、岬はぶんぶんと首を横に振った。

      「い、嫌では……」

      「ならいいでしょ？　……ねえ、いつもほんとにありがとね。これからもよろしく」

      　感謝の気持ちを込めて岬の頬にキスをする。

      　私のくちびるが岬の頬に触れた瞬間、岬は窒息しかけた小動物がのような声をあげて飛び上がった。

      「あはは、ごめんってば。……って、岬？」

      「も、もうだめです……」

      「ち、ちょっと、大丈夫？」

      　岬は私がキスをした右頬を抑えたまま、真っ赤な顔で立ちすくんでいた。その顔には嫌悪は浮かんでいない代わりに、かわいそうなくらい緊張と羞恥とが滲んでいる。

      　そんなに驚かなくてもいいじゃない。

      　そう言おうとした瞬間、岬がふらふらしはじめて、次の瞬間にはへにゃりとその場に崩れ落ちた。

      「み、岬⁉」

      「だめです、ぐるぐるします……」

      「ご、ごめん、酔い回っちゃった……？」

      　岬を抱えるようにしてその体に腕を回せば、岬がぐったりと凭れてきた。

      　ただの頬へのキスだけれど、ただでさえ初心で、ましてやアルコールの入った状態の岬には刺激が強かったのかもしれない。

      　調子に乗ってしまったと反省する。

      「あれー？　おい、マジかよ！　舞が岬ちゃん潰したぞー！」

      「え？　マジ？」

      「潰してないから！　もう、岬を部屋まで運ぶから、引き続き酒でも飲んでなさいよ！」

      　缶チューハイを片手に赤い顔をした康介が、岬を抱き止める私を見て、遠くからヤジを飛ばしてきた。

      　私と岬に一瞬視線が集中したけれど、うるさいと一喝すれば、ドッと小さな笑いが起きた後、集まった視線は緩やかに解けた。

      　岬の脇の下に体を入れて、腕と体を支えるようにして立ち上がる。

      　大丈夫かと聞くと、岬は目を閉じたまま小さく頷いた。

       

      　宴会場を出て、個室の集まる二階へと進む。

      　古い旅館だからか、足を進める度に、ギシギシと廊下が軋んだ。岬を支えながら長い廊下をゆっくりと歩いて、部屋へと向かう。

      　誰もいない個室に布団を敷いて岬を寝かせようとしたところで、岬が一瞬ぐらりとふらついた。

      　咄嗟に抱き寄せるようにして支えると、甘い香りと共に、女の子らしい体の柔らかさを感じてドキッとする。

      　目を閉じて浅く息をしている岬の姿がどこか色っぽく見えてしまって、目を逸らした。これでは、三春や康介と同じだ。

      　岬に水を飲ませて横に鳴らせ、薄いタオルケットをその体に掛ける。

      「……ごめんね。大丈夫？　気持ち悪い？」

      「いえ、平気です……。少しぐるぐるして、眠いだけです」

      　岬が眠るのに眩しくないよう部屋の電気を消すと、部屋は途端に闇に落ちた。窓から入ってくる月明かりに照らされて、部屋の畳と布団が薄蒼く光っている。

      　私の体調を気遣う問いかけに、岬は小さく問題ないと答えて、静かに目を閉じた。酔うと眠ってしまうタイプなのかもしれない。

      　一階の宴会場はあれだけ騒がしかったのに、二階にあがってドアまで閉めてしまえば、嘘のように静かだ。

      　窓際に飾られた風鈴が風に揺られて時折、光に透かした氷のような音を立てている。

      　岬は身じろぎもせずに目を閉じて、横になったままだ。

      　岬を起こしてしまわないように、そっと抜け出して宴会場へ戻ろうかとも思ったけれど、ここで私もしばらく一緒にいることにした。

      　何せ、これから乱交しにくる奴らが間違ってこの部屋に雪崩れ込んでくるかもしれないのだ。こんな状態の岬を一人にしてはおけない。

      　岬の布団のすぐ横にある、窓際の壁に凭れて座ると、眠ったと思っていた岬の小さな声がした。

      「……舞さん」

      「……ん、なに？」

      「……さっきの、本当に、嫌だったわけではないんです。ただ、どうしても、舞さんがあんなに近いと、緊張してしまって」

      「……そっか。よかった」

      　本心だった。岬がたとえばスキンシップが嫌いだったとして、私が岬に触れたことを心から嫌がっていたとしたら相当なショックだ。

      　よかった、と心の中で安堵のため息をついていると、唐突に爆弾が投下された。

      「……だから、さわるの、やめないでください」

      「え？」

      「……近くにいたいんです。少しでも」

      　だから、よかったらまた、さわってください。

      　そんなことを囁いて、岬は今度こそ静かな寝息を立て始めた。ほとんど寝言のような囁きだったけれど、その破壊力はとんでもない。

      　え、さわるのやめないでって、なに？　キスのこと？　近い距離で支えて歩いたこと？　ってか全部？　少しでも近くにいたいって、なに？

      　アルコールでぼんやりしていた頭が、岬の爆弾発言で唐突にフル回転させられる。

      　というか、ただでさえこんなに可愛いのに危険すぎる、と思う。

      　こんな二人きりの部屋で、ついさっき頬にキスしてきた人間にこんなこと言ったら、普通襲われるわよ。

      　そんな気持ちが湧き起こって、岬を今すぐ叩き起こしてどういう意味なのか確認したくなったけれど、やめた。

      　岬は天然なのだ。

      　どうせ確認したところで、「これからも仲良くしたいって意味でした」とかなんとか、あたふたした様子で言われるに決まっている。こっちが振り回されるだけだ。

      　唐突に笑いが込み上げてきて、小さく笑みをこぼす。

      　私はとんでもない後輩を、あの春に拾ってしまったらしい。

      　岬の寝顔を確認してから壁に凭れて目を閉じると、夏の夜に混じって意識が緩やかに溶け出していく。

      　柔らかい夏と静かな多幸感が、全身を包んでいた。

      　

      　帰りのバスは、昨日までとは打って変わって静寂に包まれていた。

      　昨晩の大宴会ですべての体力を使い果たしたらしく、誰一人として騒ごうとはしない。完全に眠る気配だ。

      　私も眠ろうと思ったけれど、昨日壁に凭れて眠ったせいか、背中と腰が軋んで鈍く痛む。

      　思わず「背中と腰、バキバキ……」と呟きながら患部をさすっていると、隣の席に座っていた康介が「おっ！　ついに岬ちゃんとヤったか⁉　赤飯か⁉」と小声で茶化してきたから、軽く肘を入れておいた。

      　私にふざけたことを言い放った康介もさすがに疲れていたらしく、バスが動き出してすぐに眠りに落ちた。おそらくこのバスに乗っているほとんどが、今の康介と同じ状態に違いない。

      　窓際の席でぼんやりと流れる夏の風景を眺めているうちに、緩やかな眠気に誘われていく。

      　良い夏だった、と思う。

      　季節はまだ終わっていないけれど、楽しむだけ楽しみきったと思えたその場所が、きっといつでも夏の終わりなのだ。そこには永遠によく似たかたちの一瞬があって、それが故の寂しさが柔らかくうつくしく香る。

      　瞼の裏に、どれだけ鮮烈で得難い記憶が光っているか。

      　もしそれが夏の価値を表すのだとしたら、この夏はまさに満点だ。

      　自然と口角が上がる。

      　目を閉じて、ひとつひとつ夏の光を辿っていく。

      　気づけば意識は、夢に溶けていた。

      

       

      　　　　　　　　　８

       

      「やべえ、浅羽ヒカルちゃん、生で見ちまった……！　めっちゃかわいかった……！　本物の妖精……！　あんな子に見つめられたら、俺は奴隷になる自信しかない……！」

      「向こうは奴隷求めに学祭ライブにきてくれたわけじゃないから、その犯罪者予備軍みたいな発想、今すぐやめた方がいいわよ」

      　文化祭当日の浮足だった空気の中、隣にいる康介が感極まった様子でつい先ほど見た学祭ライブを振り返っていた。

      　そこそこ財力のある私立大学の文化祭ともなれば、ゲストも豪華になるというものだ。

      　今年の文化祭の目玉は、今最も勢いのあるガールズアイドルグループ「セレン」の出演で、センターの子の大ファンだという康介は、セレンがステージに現れてから捌けていくまでの記憶があまりの興奮で消失したらしい。幸せなことだ。

      　文化祭では、どのサークルも屋台や出し物をする。セイントも例に漏れずたこ焼きの屋台を出していて、私と康介が店番をしているのが今だ。

      「そろそろ俺らのシフト終わるけど、もうすぐたこ焼き自体、売り切れるんじゃね？　めちゃくちゃ売上に貢献したよなー。さすが性の御三家だぜ」

      　康介が、感慨深そうな様子でたこ焼きの在庫を確認している。

      　自画自賛するようで嫌だったから肯定はしないけれど、あながち否定もできない。何せ、康介と私が店番になってから、たこ焼きが飛ぶように売れたのだ。

      　康介は無駄に愛想が良いし顔も広いから、康介の知り合いが買いに来てくれて、康介の見た目に釣られた一般客も買いに来るという怒涛のループが発生した。今日だけでかなり、効率的にたこ焼きを焼く方法を身につけた気さえするほどだ。

      　そのループの中に、少なからず私を目当てに来てくれた人たちもいるとわかっているからこその康介の発言だった。

      「てか、舞これから岬ちゃんと文化祭回るんだろ？　先抜けていーぜ。あとは俺やっとくからさ」

      「え、マジ？」

      「おう！　岬ちゃん、すげー楽しみにしてたから、早く行ってやれよー」

      　あと十分後にシフトを交代したら、岬と一緒に文化祭を回る約束をしている。

      　べつに、少しくらい待たせたところで岬は何も言わないだろうけれど、可能な限り早く行ってあげたいところではあった。

      　康介はこういう時、絶妙に気が利く。申し訳なさは残るけれど、申し出に甘えさせてもらうことにしたい。「ありがと」と軽く康介の肩を叩いて屋台を抜け、岬の元へと向かう。

      　岬と待ち合わせているのは、人気の少ない校舎裏のベンチだ。岬からは、先に座っているとメッセージが来ていたから、もう待っているに違いない。

      　曲がり角を曲がれば校舎裏、というところまで近づくと、岬と誰かが話している声が聞こえて、思わず立ち止まる。

      　声色から察するに、会話の相手はおそらくセイントの一年生だ。

      「岬ちゃんって、舞さんの家に泊まったことある？」

      「うん、何回かあるよ」

      「やっぱりそうなんだ。じゃあ舞さんと寝てるの？」

      　聞こえてきた会話に、ちょっと待てと言いたくなる。いったい何の話をしてるんだ？

      「？　寝てるって？」

      「だから、エッチしてるのかって意味」

      「へっ……？」

      　直球すぎる言葉に、岬が素っ頓狂な声をあげるのが聞こえた。

      　それはそうだ。マグロや乱交を知らないような岬が、寝てるが性行為の隠語であることを知るはずがない。

      　耳をそばだててしまえば、話はどんどん前進していった。

      「舞さん、女の人もイケるって話でしょ？　舞さんの家に泊めてもらって一緒のベッドで眠れば、オーケーの合図だって聞いて。岬ちゃん仲良いから、気になってたんだよね」

      　そんな合図、出した覚えないわよ。

      　心からそうツッコミを入れたかったけれど、すべては今までの自分の行いの結果でしかない。そんな合図が捏造されていても、仕方がないとしか言えないのがつらいところだ。

      　心の中で落涙していると、岬が小さな声で言った。

      「そ、そんなこと、してないよ」

      「え、そうなの？」

      「うん。いつも舞さんは私にベッドを貸してくれて、ソファで寝てるから……。それに、私とそんなことしたいなんて……舞さんは、思わないよ」

      　岬の困ったように笑う顔が、目に浮かぶような声だった。

      　その声を聞いて、そういえば、と思う。

      　岬のことは今まで何度も家に呼んだことも泊めたこともあるけれど、事に及ぼうと思ったことは一度もなかった。

      　一緒に映画を観て夜更かししたり、一人では食べきれない量のピザをデリバリーして二人で楽しんだり、振り返れば、家に招いてもそんなことしかしていない。

      　それに、私にとって岬は可愛い後輩だから、当然ソファで寝かせるわけにはいかず、いつも岬にベッドを譲っている。そのことだって、不思議に思ったことも不満に思ったことも一度もない。

      　朝起きた時、岬の寝癖がひどくて笑いながら櫛で梳かしてあげるのが楽しかったり、私がバイトで疲れ切った日の夜には、岬に私の髪をドライヤーで乾かしてもらったりもする。

      　そこには性的な何かはひとつもなくて、そう考えると不思議だった。

      　これが三春なら、夜更かしして一緒に映画を観ることもないだろうし、どちらかの髪をどちらかがドライヤーで乾かすようなシチュエーションがあれば、確実にそのまま流れでベッドに雪崩れ込んでいるだろう。

      　なのに岬とは、セックスなんてしなくても楽しかった。

      　二人でいることが好きで楽しくて、岬の嫌がることはしたくなくて、岬もきっと同じだろうと自然と思える。

      　それに考えてみれば、最近は誰ともセックスさえしていないかもしれない。

      　私が最後に誰かと寝たのは、岬を見つけたあの春の日の、三春が最後だ。

      「えー、意外！　絶対してると思ってた！　ってか、なんなら付き合ってるのかなって思ってたんだけど」

      「そんなことないよ、本当に。……何も、ないよ」

      　岬が穏やかな声で否定するのが聞こえる。

      　その声を聞きながら、初めてそういうことへ手を出した時のことをぼんやりと思い返す。

      　誰かと寝るようになったのは高校二年の時だった。むしゃくしゃして、バイト先の大学生の先輩と寝た。

      　セックスの感想としては、こんなもんかという感じだったけれど、その瞬間だけは何も考えずにいられることを知った。そして、そこには独特の虚しさがあることも知った。

      　高校生になるまでの私は、実に品行方正で真面目な一学生だったと思う。

      　父が地方の中小企業の経営者である家に生まれたせいで、幼い頃からとにかく優秀さを求められ続けた。

      　おそらく、世間一般的には私も十分「優秀」の範疇に収まっていたと思うけれど、人間というのは良くも悪くも相対的にしか物事を評価できない生き物だ。

      　不幸にも、私には家族に比較対象となる人物がいた。ふたつ年上の兄だ。

      　兄は、飛び抜けて優秀だった。

      　勉強しなくてもずっと一番だったし、運動も抜群にできた。私が努力に努力を重ねて学年で一番を取っても、我が家ではそれは「当たり前」だった。

      　勉強がダメなら運動で。運動がダメなら芸術で。

      　そんな風に思って、自分を見て欲しくて、兄より優れる何かを必死で探した時期もあった。

      　それでも、ついぞ私が褒められることはなかった。

      　今思えば、幼稚な行為だったと思う。

      　でも、当時の私は限界だった。両親の愛情を確かめたくて、高校二年生の時、初めて学校をサボり、門限を破って遊んだ。

      　あの日の夜、門限を破った私の携帯には鬼のような着信が入っていて、さすがに心配してくれたのだろうと緊張と期待が入り混じった感情で恐る恐る帰宅した私を待ち受けていたのは、父の平手打ちと怒声だった。

      　今何時だと思ってる。優秀ではなくとも、せめて俺に恥をかかせるな。

      　あの瞬間のことは、今でもどこか現実味のない光景として強く脳裏に焼き付いている。

      　少なからず、父は私にも期待してくれていると思っていた。なんだかんだ言っても、私のことを心配してくれていると思っていた。

      　でも、違った。飛び抜けて優秀でなければ、この家ではたとえ家族でも無条件に愛されることはないのだと悟った瞬間だった。

      　それからは、あらゆる努力を放棄した。門限も守らなければ、テスト勉強もしなかった。

      　次第に両親は、私に何も言わなくなった。

      　親に呆れられるだけで、努力しなくても平均以上の結果は残せるのだ。だったら、適当に要領良くこなして、楽しく過ごせた方が良い。

      　バイト先がたまたま地元では比較的お洒落な人が集まる場所だったから、流行りのものや似合うメイク、街での遊び方を教えてもらった。その過程で、セックスをすることでストレスを一時的に発散することも覚えた。

      　大学受験を機に、当然のように家を出た。

      　引っ越しや一人暮らしのお金は自分のバイト代で賄って、あれ以来一度も実家には帰っていない。今ではそれでよかったのだと、本当に思っている。

      　だからこそきっと、私には岬が眩しく見えるのだ、と思う。

      　性行為を何度繰り返しても、肌の隙間が埋まるだけで、心の隙間は決して埋まることはない。だからいつも、どこか虚しい。

      　信じるってなんだ、と思う時、それはきっと結果への期待ではなく、たとえどんな結末が訪れたとして、その対象の中にある揺るがない善性に確信を持てるかどうかだと思う。

      　私が近づくと赤くなって、嘘が下手で、天然で純粋で、どこかに誘えば心から嬉しいといった様子で笑ってくれる岬。

      　この世界に絶対はなくても、岬のことだけは信じることができた。

      　打算もなく、期待ではなく好意を向けてくれる岬といると、私が欲しかったもののすべてを、岬自身はそうとは意識せずにもらっているような気分になる。

      　それは、自分が相手から少なからず想われているというだけではなく、自分と相手を天秤にかけた時、相手の幸福を取りたいと迷うことなく答えられるような何かだ。

      　岬だけは願わくばずっと、そのままでいてほしい。傷ついたり悲しんだりしないでほしいと思う。岬が喜ぶことならなんでもしてあげたいし、岬が困っていたら、私が必ず助けたいと思う。

      　岬といると、自分ひとりでいる時よりも、他の誰と一緒にいる時よりも穏やかで、やさしい気持ちになれる。

      　自分がしてほしかったことを、誰かにしたいと心から思えることが嬉しかった。それが人としての成長ならば、私はこの半年間で岬に作り替えられてしまったに違いない。

      　そんなことを考えてしみじみしていれば、爆弾発言が耳に飛び込んできて、意識が現実に引き戻された。

      「ふーん。ま、もし舞さんとセックスできたら教えて。あたし舞さんのことタイプだから、舞さんになら抱かれてもいいし、なんなら抱きたいと思ってるから」

      　じゃあ、岬ちゃんまたね。

      　そんな声がして、思わず一歩後ずさる。

      　彼女がこちらに向かってきたらどうしようかと思ったけれど、逆方向へと去っていったようで安心した。

      　とはいえ、とんでもない会話を聞いてしまった。

      　まさかあの子が私を抱きたいと思っているなんて、思いもしなかった。さすがセイントの一女だ。性が乱れきっていて笑うしかない。

      　彼女には悪いけれど、今はそういうことをしたいと思うことはないから、ご入用なら三春にでも声をかけてほしいところだ。

      　岬が気にしていないといいけれど、と思いながら、一歩踏み出して岬の元へと向かう。

      　岬の前に立つと、岬はゆっくりと瞬きをした後、ぼうっとしたように私を見上げた。

      　そして、緩やかに目尻を溶かして、いつものように微笑んだ。

      

       

      　　　　　　　　　９

       

      「最近どうなの？」

      「どうって何が？」

      　文化祭の打ち上げの席で、そこそこ出来上がった状態の三春が、私の隣に腰を下ろして言った。

      　セイントの屋台は大繁盛のうちに幕を閉じて、この飲み会はさながら祝勝会のような様相を呈している。

      　誰も彼もがいつものように好き勝手騒ぐ中、比較的静かな壁際に避難して一人で飲もうとした私を、三春が追いかけてきたらしい。

      「私が舞に声をかけることがあまりなかったのもあるけど、代わりに他の人と遊んでるって噂も聞かないから、何かあったのかと思って」

      「……ああ、そういうことね」

      　今日の午後、ぼんやりと考えていたことが脳裏を巡る。

      　岬と出会ってからはなんだかんだと岬と遊んでばかりいたから、他の誰かとセックスをするような機会もなかった。

      　そしてそのことを、今日まで気にも留めなかった自分がいることに、私自身も少なからず驚いているのは確かだ。

      「んー。なんか、べつにそういうことしなくても今は生きていける気分っていうか。かわいくて仕方ないペットを見つけたようなものなのかもしれないわね」

      「……へえ。ペットなんだ？」

      「まあそんなとこ」

      　私の回答に、三春は一瞬驚いたような表情をした後、なぜか含みのある笑顔を見せた。

      　三春がこういう顔をする時は決まって、誰かをからかったりふざけたりして楽しもうとしている時だと相場は決まっている。

      「ちょっと、その笑顔、何？　怖いんだけど……」

      「あら、怖いなんてひどいわね。舞が面白いことを言うからでしょう？」

      「面白いこと？」

      「ええ。気づいてないの？」

      　三春の言っていることの意味がよくわからない。

      　私が何に気づいていないって？

      　そう言おうとすれば、三春はニッコリと口角を上げて、私を覗き込むようにしてそっと近づいた。

      「まあそれはさておき……。ねえ、今夜ひさしぶりにどう？　この後何か、予定あったりするの？」

      「べつに予定はないけど、あんたとはしないわよ。そんな気分じゃないし」

      　ひさしぶりの三春からの誘いを秒で断れば、三春はわざとらしく眉を下げて悲しそうな顔をした。　

      「つれないわねー。前は乗り気で頷いてくれたのに」

      「そうだった？」

      「そうよ？　それで、ベッドに入ったら私の下であんあん言っておねだりして、すっごい可愛かったのになー」

      「ち、ちょっと、そこそこデカい声で変なこと言わないでくれる？　それに、そんな風におねだりはしてないでしょーが……！」

      　誘いを断った意趣返しのつもりなのか、三春はあることないことを比較的その辺りにも聞こえかねない声のトーンで言い放った。

      　べつに、三春と寝ていたことを隠すつもりはないけれど、大して記憶のないプレイの細部まで吹聴されてはたまったものではない。

      　三春の口をどう塞ごうかと思った瞬間、私たちの前に静かに誰かが立った。

      　反射的にその姿を見上げると、空のコップを持った岬が立っていた。

      「……今日、舞さんと飲み会では全然話せていないので、私も一緒に飲みたいです。いいでしょうか？」

      「ん、もちろんいいわよ」

      　飲み会が始まるまでの間、岬と一緒に文化祭を回っていてずっと一緒にいたのに、飲み会では話せていないから、だなんてかわいい。

      　一もにもなく私が了承すれば、岬は「ありがとうございます」と微笑んでから、自然な動作で私と三春の間に座った。

      「ねえ、そういえば岬ちゃんって今お付き合いしてる人とかそういうのはいるの？」

      「え……」

      　岬が私たちの間に座ってからしばらく、取り留めもない話をしていたところで、会話の切れ目にいきなり三春が岬に話を振った。

      　そんなことを突然聞かれると思っていなかったのか、岬は少し困惑したように目を泳がせた。

      　岬には、私が色んな人と寝ていた過去があることは出会ったその日に知られているけれど、そのことについて岬にそれ以上知られたくないという謎の後ろめたさがある。

      　そのせいで、女子同士であれば鉄板の話題である好きな人や付き合っている人の話は岬としたことがなかったし、私が岬にそういったことを聞くこともなければ、また岬が私に聞いてくることもなかった。

      　岬が私に何も聞いてこないのは、私のそんな部分に興味がないからなのか、私に気を遣ってくれているのかはわからない。

      　それを少し寂しいと思う自分もいるけれど、そんな話をしなくても岬といれば楽しいのだから、今まで深く気にしたことはなかった。

      　だからこそ、私も岬が三春の問いに対してどんな回答をするのかまったくわからない。

      　でも、岬が戸惑っているのは確かだ。

      　言いたいけれど言いにくいことでもあるかのように、眉を下げている。

      　大体、三春の質問がおかしい。

      　お付き合いしてる人とかそういうのって何だ。普通はお付き合いしている人か、せめて好きな人かしかいない。三春や私のような世界観に、岬を巻き込まないでほしい。

      　岬が困っているのを見ると、どうしても放っておけなかった。

      　見かねて助け舟を出したものの、船は三春に撃沈させられた。

      「……ちょっと、岬が困ってるから。いてもいなくても、あんたみたいな奴には関係ないし、内緒に決まってるでしょ？」

      「どうして？　私が岬ちゃんのこと好きだったら関係あるじゃない。私は今フリーだから、この場で立候補するわ」

      　三春は、どこまで本気かわからない、飄々とした様子で微笑みながら言った。

      　確かに岬の容姿は文句のつけようがない。私を抱ける三春なら、岬だって抱けるだろう。

      　でも、岬は三春が興味本位で手を出して良いような存在ではないのだ。

      「……あのね。前にも言ったけど、岬には変なことしないでって言ったわよね？　あたしたちとは住む世界が違うの。いわば魂の純度が違う、別次元の存在なわけ」

      「変なことしないでって言われてもねえ。今夜、舞がひさしぶりに付き合ってくれるなら考えてもいいけど？」

      「あんたね……」

      　ため息を吐きながら岬をフォローすれば、三春はますます面白がった様子で笑みを深めた。

      　セックスマシーンの考えることはすべて、性欲に結びついてしまうらしい。それに、冗談なのか本気なのかわからないところが、この女の一番厄介なところだ。

      　このモードに入った三春をどうしようかと考えあぐねていると、すぐ真横から核爆弾が発射された。

      「じゃあ、私も行きます」

      「……は？」

      「私も今晩、三春さんと舞さんのところに交ざります」

      　岬が何を言ったのか一瞬理解できなくて、整った岬の横顔を穴の開くほど見つめてしまった。

      　三春が私に一晩付き合えと言った上で、私と三春のところに岬も行くということは、つまり、そういうことになる。

      　ただ、岬は純粋すぎるから、意味がわからずに言っている可能性も高い。

      　一体どちらなのか。というか、このカオスな状況はなんなのか。

      「うふふ、岬ちゃん最高すぎるわ！　いきなり複数プレイとは攻めてくるわねえ。たぶん、かなり素質あるわよ。本当に色々教えてあげたくなってきちゃった」

      　思考停止しかけた私を他所に、三春はこんなに面白いものはないといった表情で吹き出した後、笑いながら言った。

      　三春がそのまま「今晩本当にどう？」なんて言って、岬の腰を抱いて引き寄せようとするから、慌てて引き離す。

      「ちょっと！　三春あんた、ほんとにやめてよ？　岬も、こいつの言うこと冗談だから。今日はこの後、あたしと一緒に帰ろ」

      　岬を自分の方に抱き寄せて三春を牽制すると、三春はこれ以上楽しいことはないといった表情でニヤついた後、「今日は譲るわ」と言って笑った。

       

      　結局、三春はそれ以上岬に絡むことはなく、打ち上げは終わった。

      　十一月に差し掛かった今、吐く息の白さを確かめたくなるような澄んだ蒼い空気がそこかしこに満ちている。

      　飲み会が終わった後は、上級生が下級生を家まできちんと送り届けるのがセイントの習わしのひとつだ。

      　文化祭に来たアイドルが綺麗だったとか、打ち上げ込みで楽しかったとか話しながら、岬と静かに夜の帰り道を歩いていると、岬が遠くを見つめながら静かな声で言った。

      「……舞さんは、昔、三春さんとお付き合いされていたんですか？」

      「ん？」

      「……今日、打ち上げの席で、お二人が話していたことが気になって」

      　岬が私の過去を掘り下げるようなことを聞くのは珍しい。今まで聞いてこなかっただけで、興味はあったのだろうか。

      　隣を歩く整った横顔を盗み見ても、その造形はいつもと同じようにただ透明で綺麗で、そこからは何も読み取れなかった。

      「……んー、まあ、そんなとこかな」

      　付き合ってたなんてとんでもない。ただのセフレだから。

      　そんな風に正直に言えたらいいのに、なぜかそんな風には言えなかった。そんなことをするのはやめたのだと、だからがっかりされたくないのだと、本当はそう言いたかった。

      　岬にそういう人間だと思われるのが恥ずかしいと思っている自分を唐突に自覚して、自嘲的な笑みがこぼれる。

      　自分で望んでしてきたことなのに、浅ましい。もっと言ってしまえば、岬はそんなことを気にしているわけではなく、ただの興味本位で聞いているだけに違いない。

      　岬は私の過去になどきっと頓着しないのに、隠したいと思う自分が恥ずかしかった。

      　曖昧な回答しかできない私に、岬は夜の輪郭を確かめるような、ゆっくりとした声で言った。

      「……そうですか。では、舞さんの好みは経験豊富な方ということでしょうか」

      「や、そこは気にしないし、そんなことはないと思うけど……」

      　けど、としか言えないのは、誰か一人をきちんと好きになり、向き合ったことがないからよくわからないせいだ。

      　岬に、メイクやファッション、遊び方を教えてあげると言いながら、私は人間として大切なものは何も教えることができない。

      　表層を象るものなんかより、ずっと大切で得難いものを、私は岬に教えられてばかりだ。

      　岬の顔が見たくなって、岬の方を向くと、岬も同じタイミングで私の方を向いたからばっちりと目が合った。

      　どうしたの、という意味を込めて口角を上げて微笑む。そうすれば、岬は一瞬驚いたような表情をした後、なぜか決心したような目で私を見つめた。

      「……舞さん、今日泊めてもらえませんか」

      「？　いいけど、どうしたの？」

      「……舞さんと、今日はもっと話したくて」

      　だめですか。

      　そんな風に言いながら、どこか熱っぽい目で見つめられてしまえば、そんなの可愛いしかない。

      　毎日泊まってもいいわよ、と思いながら頷けば、岬はホッとしたように笑った。

       

      　コンビニで下着や水、翌日の朝ごはんを買い込んで、私の家へと向かう。

      　岬がうちに泊まるときは、いつも事前に約束をして準備してくることしかなかったから、今日はなんだか新鮮だった。

      　家に着いてから、お風呂に入って、テレビを点ける。

      　岬がうちに泊まりにきたときはいつも、寝落ちしそうになりながらも映画を一本観てから眠るのだ。

      　今日岬が選んだのは恋愛モノの洋画で、まだアルコールが抜けきっていない頭でぼんやりと画面を眺めた。

      　隣の岬からはお風呂上がりの良い匂いがして、それが今日はいつもよりも強く香る気がする。私がいつも使っているシャンプーやトリートメントを岬も使っているはずなのに、岬が使うと私が使った時よりも良い匂いに感じるから不思議だった。

      　こんなことを言えば、さすがの岬も引いてしまうかもしれないけれど、岬の匂いはとても安心するのだ。

      　柔らかく甘い香りが、鼻をくすぐる。狭いソファに並んで座っているから、微かに触れている肩口から、緩やかに互いの体温が混じり合うようで、絶妙に温かい。どんどん眠くなってくる。

      　目の前では映画がどんどん盛り上がっていくのに、目を開けていられなくなってきた。

      　フッと意識が途切れた瞬間、プツリとすべての音が消えた。

      　驚いて目を開くと、私が眠りかけていることに気づいたらしい岬が、テレビの電源を切ったようだ。

      　目を擦りながら「ごめん」と言えば、岬は気にする必要はないといった様子で微笑んで、「そろそろ寝ましょうか」と言った。

      「……あの。今日、このまま一緒に寝てもいいですか」

      　岬が泊まる日は、私がソファで、岬がベッドで眠るのが常だ。

      　特に約束をしたわけではないけれど、岬にはより快適な空間で眠ってほしかったし、私はわりとどこでも眠れてしまうタイプだからそうしている。

      　だから今日もそうするのだろうと私がソファで眠る準備をしようとすると、岬が小さな声で、一緒に眠ってもいいかと聞いてきた。

      「なあに、今日は一緒に寝たい気分なの？」

      　子供みたいなお願いをしていると思っているのだろうか。

      　少し緊張した面持ちで訊ねてくる岬が可愛くて笑ってしまうと、岬は表情を崩すことなく頷いた。

      「……はい」

      「いいけど、ちょっと狭いかもよ？　それでもよければ一緒に寝ましょ」

      　部屋の電気を消して、いつもは岬一人で眠ってもらうベッドに二人で潜り込む。

      　岬はなぜか緊張した様子で機械のような動きの硬さを見せるから、これから寝るのに固まってちゃ寝れないでしょと小突くと、岬は緊張と笑みが入り混じった謎の表情を見せた。

      　シングルベッドだけれど、女二人が並んで眠るくらいなら問題はない。

      　仰向けの体制から横向きに切り替えると、岬は仰向けの状態のまま顔だけこちらへ向けてきた。

      「……大丈夫？　狭くない？」

      「……はい」

      「……なんか、こんなにあったかいのね。二人で眠ると」

      　私がそう言って笑うと、岬はなぜか目を細めた。

      　部屋の電気が消えているから、ほとんど何も見えないはずなのに、岬の白い肌が濃紺の闇の中でうっすらと発光しているように見える。

      　二人でこんな風に眠るのは初めてだけれど、すぐそばに岬の体温があって、柔らかい匂いがして、とても落ち着く。穏やかで、すべての疲れが溶け出していくようだ。

      　もっと早く私からも一緒に寝ることを提案すればよかったと思いながら、目を閉じる。

      「……さっき、映画、途中になっちゃってごめんね。明日休みだし、起きたら続き観ましょ。おやすみ」

      　一瞬立ち去った眠気が、またじわじわと迫ってくる。

      　枕に頭を預けて深く息をすると、岬の小さな声がした。

      「……寝るん、ですか？」

      「え？」

      「……このまま、寝てしまうんですか？」

      　それはどこか焦りさえ感じさせる、切実な声色だった。

      　え、まだお喋りしたかった？

      　そう思って小さく驚いたけれど、今日一日、屋台での接客やら何やらで動き回った疲労からくる睡魔には勝てなかった。

      　うん、ごめん。おやすみ。

      　それだけ言えば、隣の岬が何やら小さく息を詰めたような気配がしたけれど、それ以上構っていられなかった。

      　隣の温もりを感じながら、今度こそ意識を手放した。

       

      

       

      　　　　　　　　　10

       

      　岬が最近、どこかおかしい気がする。

      　そう思い始めたのは、透徹した冬の気配が街中に浸透し始めた頃のことだった。

      「あれ、今日は岬ちゃんと一緒じゃねえの？」

      「うん。なんか、三春と用事があるんだって」

      「へー。最近岬ちゃん、三春ちゃんと仲良いよな。舞とあんまり一緒にいないっていうか。お前、岬ちゃんになんかしたのかー？」

      「してないわよ。……たぶん」

      　冬休みに入る前に、クリスマスパーティーと忘年会を兼ねて飲み会をやろう。

      　そんなメッセージがセイントのグループチャットに届いて、ひさしぶりに飲み会が開かれたのが今日だ。

      　いつもだったら、岬と遊んでから飲み会に行ったり、一緒に遊ばないまでも、待ち合わせて一緒に参加したりすることが多い。

      　でも、私から岬に「飲み会にいくなら一緒に行こう」と誘った時、岬からは「三春さんと用事があるのでそのまま飲み会に行きます、ごめんなさい」と言われてしまった。

      　だから一人で飲み会に現れた私を見て、康介が珍しいなと目を丸くしたというわけだ。

      　夏合宿以降、三春も岬をかわいがるようになっていたから、二人が仲良くしていること自体はべつにおかしなことではない。

      　問題は、三春と岬の関係が深まっていくのと並行して、岬がどこか私に一線を引くような素振りを見せるようになったことだった。

      　前までは、岬は私と目が合えば嬉しそうに笑ってくれたし、私を見つければ親を見つけた小動物のように近寄ってきてくれた。

      　土日に遊びに出かけることがあれば、そのまま私の家に泊まっていたし、どこかにでかけるのだって、岬が一生懸命何かを調べてくれて、ここに行ってみたいとか、ここに行ったら楽しそうだとか提案してくれて、私がそこに付き合うことが最近は多かった。

      　でも今は、私が声をかけなければ岬から誘われることはほとんどないし、家に泊まりにきてくれることもない。

      　話しかければ普通に応えてくれるし、微笑んでくれる。

      　どこか遊びに誘えば断られることもないけれど、一緒に過ごしている間も岬の纏う雰囲気が今までとどこか違っていて、岬は優しいから私の誘いを断れないだけなんじゃないかと思えてくる。

      　そんなことを思い返しながらいると、ついこの間あった決定的な出来事が脳裏を掠めて、未だ癒えていない傷がズキズキと痛んだ。

      「……あたし、本当に岬に何かしちゃったのかな」

      「おいおい、ガチで落ち込んでんじゃん……」

      「……そりゃ落ち込むでしょ。この前なんて、頭撫でようとしたら手払われたし」

      「え？　マ、マジ？」

      「……大マジよ。あんたに改めて指摘されたせいで、本当に嫌われてるんじゃないかと思えてきたんだけど……」

      　大きなため息をついて、居酒屋の長テーブルに突っ伏す。今日のために緩く巻いた髪がぐしゃぐしゃになりそうだったけれど、今は気にする気力もない。

      　一週間前、バイト終わりに帰ろうとしていたところで、帰宅途中の岬に偶然会った。私と岬は最寄駅が同じで家が近いから、遭遇することはよくある。

      　岬！

      　向かいの歩道をどこか憂いを帯びた表情で歩く岬が気になって、そんな風に名前を呼ぶと、岬は驚いたように周囲を見回してから私を認めた。

      　私が手を振りながら道を渡って近づくと、岬は力なく微笑んだ。

      　どこか翳りのあるその顔が気になって、どうしたの、体調でも悪いの、と聞いたのだ。

      　その時、私の言葉に岬は、そんなことはないと思うと頭を振るから、本当かどうか確かめたくなって、額に手を当てようと手を伸ばした。

      　そうしたら、次の瞬間、ばしん、という鈍い音と共に、手の甲にじんわりとした痛みが走ったのだ。

      　一瞬、何が起きたのかわからなかった。

      　でも、岬に手を払われたのだと気づいたのは、目の前にいる岬が、手を払われた私以上に驚いた表情で動揺していたのが見えたからだ。

      　岬に手を払われる日が来るなんて、正直想像もしていなかった。

      　だから、私が何も言えずに呆然としていると、岬は「ごめんなさい」と小さな声で言った。

      　あ、いや、全然大丈夫。

      　そんな風に言おうと思ったのに、岬は私と目を合わせてもう一度、なぜか今度は泣きそうな目をして「ごめんなさい。驚いてしまって」と言うから、何も言えなかった。

      　あれから、岬とうまく話せていない。

      　直接きちんと話せたら、岬とまた元のように戻れるような気がして今日の飲み会も一緒に行かないかと誘ったのに、岬は既に三春を選んでいた。

      　正直ショックだった。手を振り払われた一件は、父に平手打ちされた時と同等か、それ以上の鈍い衝撃となって全身を蝕んでいる。

      　出会ってから今日まで、岬が悪意をもって誰かに接しているのを見たことがないし、岬が誰かを嫌うとしたら、それはおそらくどんな背景があれどその相手が悪いに違いないと思えるほどに良い子だ。

      　だからきっと、私が何か岬にしてしまったのだと思う。

      　でも、その何かが思い当たらなくて地獄だった。

      　最後に岬がうちに泊まりに来てくれた日だって、一緒に寝たいと言ってくれた岬と、穏やかな気持ちで眠りについた。

      　翌朝、なぜか岬はあまりよく眠れなかったようで、目の下に隈を作ってしまっていたのはかわいそうだったけれど、その後も映画の続きを観て、岬は普通に帰った。

      　原因がわからなければ、謝ることもできない。ため息ばかりがかさんでいく。

      　岬なんてどうだっていい。ただ懐いてくれていた後輩が、私から卒業しただけだ。

      　そんな風に思えたらよかった、と心から思う。今まで誰かに執着することなどなかったのに、そんな風には思えない自分がいることに自分でも驚いている。

      　岬に嫌われるのは、どうしようもなく寂しかった。

      　一度そんな風に思ってしまえば、岬と話したくなってしまうのに、岬は今日も三春と一緒だ。

      「ま、まあ、岬ちゃんが舞を嫌うなんて、天変地異でも起きない限りないだろ！　ぶっちゃけ舞のこと好きって言ってたしさ！」

      「……天変地異が起きたのかもしれないわね。死にそうだから、今日は飲むわ」

      　私の言葉に、康介は「重症じゃん……」とだけ呟いて、飲み物のオーダーのために去っていった。

      　康介の背中を横目に、続々とセイントの面々が居酒屋に集まってきたのをぼうっと見つめる。

      　その中に、楽しそうな三春と岬の姿もあって、胸が痛んだ。

      　岬はどんな顔もかわいいけれど、照れたようにはにかむ顔が一番好きで、なのに、そんな顔はもうずいぶん見ていない。

      　二人のことを見ていられなくて、目を逸らす。

      　メンバーが周囲に着席し、飲み放題の飲み物が並ぶ頃には、飲んで忘れること以外は何も考えられなくなっていた。

       

      「お、おい。ちょっとお前、いくら飲んで忘れたいからとはいえ、飲みすぎじゃね？　ペースやべえし、めちゃくちゃ酔ってんじゃん……」

      「……うっさいわね。こっちは、ストレス、溜まってんの……」

      　康介の心配そうな声が頭上から降ってきて、意識が覚醒する。

      　瞬きを繰り返しても、視界が狭くてぐらつく。すべての音が遠くに聞こえたり、突然近くに聞こえたりして意識がおぼつかない。

      　ひさしぶりにここまで酔っている、とぼんやりと感じた。

      　自分でも、狂ったペースで飲んでいる自覚はあった。

      　やけ酒に近かったけれど、こんなに飲んでも結局は、嫌なことを忘れるどころか、特定の記憶だけが鮮明にこびりつくのだと逆に思い知らされて辟易する。

      　確かに飲んで忘れようと思って参加した飲み会ではあったけれど、ここまで飲むつもりではなかった。

      　私のブレーキが壊れたのは、飲み会の中盤で、岬が三春に何事かを耳打ちされた後、キスでもできそうな距離で二人が顔を見合わせてから、岬が赤くなって照れているのを見てしまったからだ。

      　少し離れたテーブルで行儀良く飲んでいた岬に、三春がそっと体を寄せて何かを囁いた。そうして赤面して見せた表情は、確実に今まで私にしか見せたことがなかったと思えるもので、その瞬間、胸の奥から淀んだモヤモヤが一気に膨張するのを感じた。

      　あたしの手は振り払うくせに、なんで三春にはそんな顔見せてんの。あたしよりも三春の方がいいわけ？　てか無防備すぎだし、なんでいきなりそんなもん見せられて、こんな感情になんないといけないの。あたしが一体何したっていうわけ。

      　そんな感情が爆発して、そこからの記憶が飛んでいる。

      　たぶん、横にいた三年生の先輩たちと馬鹿みたいにビールを摂取したのだろう。

      　私の横に二体、先に出来上がったらしい死体もとい、眠った酔っ払いが横たわっている。

      　頭がぐらぐらして、何かに寄り掛かるかしていないと姿勢を保てない。

      　真後ろの壁にもたれてぼうっとしていると、ふわりと良い香りがして、誰かが私の隣に座った。

      「……ちょっと、すごい勢いで飲んでるからどうしたのかと思えば、なんて顔しているの？　まずいわよ、それ」

      「はあ……？　なに……」

      　誰だ、と思って声のした方を見遣ると、そこには驚いたような表情の三春がいた。

      　その顔を見た瞬間、先ほど感じた仄暗い嫉妬心がじわじわと滲んできて、目を逸らす。

      　三春は悪くないのに、三春を嫌いになりそうだ。

      「ん……。うるさい……。べつにへいきだから、あっちいきなさいよ……」

      「こんなに酔っちゃって、どうするのよ？　あーあ、困ったわねえ……」

      　今三春といて、変なことを口走らない自信がない。どこかへ行ってほしかったのに、三春は言うことを聞くどころかますます近づいてきた。

      　悔しいけれど、体に力が入らない。

      　三春が私の肩を抱くようにして、三春の方へと私の体を寄り掛からせても抵抗できなかった。

      「舞、あなた今とんでもない顔してるわよ。首まで赤いし、ふにゃふにゃだし」

      「どんな顔だっていうの……？」

      「んー？　お持ち帰り待ちみたいな顔？」

      「そんな顔、してない……」

      　三春が事もなげに言うから反射的に否定すると、「説得力ないわね」と笑われた。

      　別に誰かに持ち帰られたいなんて微塵も思っていないけれど、ここまで酔うこともほとんどないから、自分がどんな風に他人から見えているのかはわからない。三春の首筋あたりに頭を引き寄せられているのと、私の長い髪で自分の顔が隠れているのとできっと、今は他の人から私の表情を窺い知ることはできないだろう。

      　でも、もし自分がそんな顔をしてここに座っているというのなら、さっさと帰宅すべきことは明白だ。

      　帰る。そう言おうとしてぐったりしていた顔を上げると、ちょうど私の顔を覗き込もうとしていた三春と至近距離で目が合った。

      　あ、これ、三春とキスする時の距離だ。

      　そんなことを、酔いが回った頭で他人事のように思った。

      　唇が触れてもおかしくないと覚悟した瞬間、三春が誰かに引っ張られるようにして私から離れた。

      「……三春さん、私が舞さんを家まで送ります。……それと、少し近すぎると思います」

      「あら。かわいいお迎えが来てくれたわよ」

      　ぼんやりした頭のまま声のする方を見ると、そこには珍しく、少し不機嫌そうに眉を寄せた岬がいた。

      　その顔を見て、胸の奥が鈍く痛む。

      　最近仲良しの三春が、最近微妙な関係のあたしにくっついてるのが、嫌ってこと？

      　ぐるぐると回る頭でそんなことを考えていると、岬はお構いなしに私の鞄やコートをテキパキと私に身に付け、あっという間に店外へと連れ出された。

      　私と同程度の背丈の岬に、抱え込まれるようにして歩かされる。背中越しに、「気をつけてねえ」という、店の入り口まで見送りに来たらしい三春の能天気な声が聞こえた。

      　冬の澄んだ空気が、酔った頬に吹き付けて冷たい。

      　自分の頬が、どれくらい熱を持っているのかよくわかった。

      　岬は「大丈夫ですか」とか「もう少しで着きます」とか、小さな気遣いの言葉を除いては何も話さずに、ただ黙々と私の家へ向かって歩く。

      　最近そっけないのに、こんな風に送ってくれるのはなぜだろうと思う。

      　私を抱き寄せて歩く岬の体温も匂いも変わらないままで、胸の奥が痛い。

      「……ごめん。いいから。ここから家まで、もう近いし、ひとりで帰れるから。岬は戻っていいわよ」

      　あと三分もすれば私の家に着く。

      　もういいからと言っても、岬は少しも聞き入れる様子を見せずに歩き続けた。

      「だめです。康介さんからも、舞さんをきちんと送り届けてベッドへ寝かせて、施錠したのを確認してねと言われています」

      「……そう。ごめん」

      「……謝らないでください。私が酔った時、舞さんも同じようにしてくださいました」

      「……うん。ごめん……」

      　その声を聞いて、岬は義務でやっているんだ、と思った。

      　べつに私が心配とか、そばにいたいとか、そういうんじゃないんだ。

      　そう思うと悲しくて、謝るしかなかった。

      　私の声があまりにも沈んでいることが気になったのか、岬は私の顔を覗き込むようにして見つめた後、眉を下げて困ったように微笑んだ。

      　自宅の玄関に辿り着くと、岬が私のコートのポケットから鍵を取り出して解錠し、家の中へと連れていってくれた。

      　居酒屋でしてくれたのとは逆のかたちで、コートや鞄をテキパキと脱がされ、ベッドにやさしく誘導される。

      　介護か何かかと思うくらい丁寧に介抱されて、岬はベッドに横たわった私の枕元に跪き、「気持ち悪くありませんか、何かできることはありますか」と聞いた。

      　幸いにも、ふらふらするだけで今のところ吐き気はない。明日はひどい二日酔いになるかもしれないけれど、今のところは大丈夫だ。

      　もしも問題があるとするならば、目の前にいる岬と三春のことくらいだ。

      　酔っていなければたぶん、言わなかったと思う。

      　でも、枕元で目線を合わせて、私を見つめてくるライトブラウンの透明な瞳を見ていると、どうしても我慢できなかった。

      「……気持ち悪くは、ないけど。ひとつだけ」

      「？　はい」

      「……今日の、ダメでしょ」

      「え？」

      「あんな、無防備じゃ……。三春と、キスでもすんのってくらい、近かった……」

      「無防備って、それを今日の舞さんが言いますか……？」

      　三春と近かったことを指摘すると、岬は困惑した表情を浮かべた後、指摘そのものに応えることはなく、私に矛先を向けてきた。

      「……舞さんの方こそ、だめですよ」

      「なにが？」

      「……こんなに酔った状態で、こんな風に自宅まで送らせたら」

      　岬は目を伏せて、静かな声で言った。

      　その顔を見て、私と岬の仲なのに、なんでいけないことのように言うのかと思った。

      「……なんでよ。いーじゃない、岬とあたしの、仲でしょ……」

      　自分で言って、悲しくなった。

      　そうだ。私と岬の仲だ。

      　何度もお泊まりだってしたし、楽しく話して、出かけていた。

      　だったらこれくらい、普通のことだ。酔って少し面倒になった仲良しの先輩を家まで送り届けるくらい、よくあることのはずだ。

      　なのに今は、距離を感じることが悲しい。

      「……ねえ、今日、泊まっていかない？」

      　何も言わない岬をダメ元で誘うと、岬は案の定、首を横に振った。

      「……いえ、帰ります」

      「……なんで」

      「……今日はそんなに酔っていませんし、一人で帰れるので」

      　距離を感じさせる静かな笑みでそう言って、岬はベッドに手をついて立ち上がろうとするから、思わずその手を掴む。

      「……泊まっていってよ」

      「え……」

      「なんで嫌がるの……。岬、前に泊まった時からずっとそう……。あたし、何か岬に嫌なことしちゃったの……？」

      　本音だった。自分でも思ったよりずっと、切実な声色になってしまった。

      　この言葉をもし誤魔化されたら、私はきっと、完全に自信を無くしてしまう。

      　恐怖を抑えて岬の目を見つめると、岬は一瞬戸惑ったように瞬きをしてから、真剣な目で私を見つめ返した。

      「……そんなことは、ないです。何も、本当に。ただ、今日は舞さんも酔っていますし、また違う日にしましょう」

      　そんなことはないと言ってくれた岬の言葉には、嘘の影は感じられなかった。嫌われてしまったわけではないらしいことにひとまずホッとする。

      　でも、岬は私が言ってほしかった言葉を何もくれはしなかった。

      　そのことが、身勝手に悲しい。

      「……この後、三春の家にでも行くわけ？」

      「え？」

      「……最近仲良いわよね。この前、三春の家には泊まったって聞いた」

      「それは……」

      　私の責めるような言葉に、岬は今度こそ困った顔をして言葉に詰まった。

      　やめておけばいいのに、口をついて出る言葉が止まらない。

      「三春の家はよくて、私の家はダメなのってなんで？　あたしが岬に何かしちゃってなければ、岬はそんな風にならないでしょ……？」

      　私の言葉に、岬はしばらく何も答えなかった。ひどく重い沈黙が流れる。

      　何か言うまで返す気はないという気持ちを込めて、岬の手首を握る手のひらにぎゅっと力を込めると、岬は観念したように小さな声で言った。

      「……逆、です」

      　逆？　逆って、なんだ。

      　ただでさえアルコールが回り切っている脳味噌では、岬の言っていることの意味が理解できない。

      　その意味がわからないまま見つめていると、岬は私の手をやさしい力で剥がして立ち上がった。

      「……帰ります。今夜は冷えるので、暖かくして寝てください」

      　おやすみなさい。鍵、この後ちゃんと、閉めてくださいね。

      　その声と一緒に、微かに岬の指先が私の頬を撫でた。

      　岬は寂しい瞳で一瞬だけ私を振り返ってから、この部屋を出ていった。
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      　大学生の春休みは、冬の終わりから春の始まりまでと長い。

      　二月も終わり、三月も半ばに差し掛かった今、私の憂鬱は頂点に達していた。

      「……ねえ、ぶっちゃけ岬と三春って付き合ってると思う？」

      「俺は聞いてないけど……」

      「そうよね。あんたに報告があるなら、あたしにもあって然るべきよね……」

      　大学近くの行きつけのカフェに康介を呼び出してラテを奢る代わりに、悩みを受け止めるサンドバッグになってもらってから早一時間が経過している。

      　悩みの種は、専ら岬のことだ。

      　私が酔い潰れた年末のあの日以降、私と岬の仲は前のように修復する事もなければ、遠ざかることもない。岬と三春の仲も同様に、親密に見えるまま変化がなかった。

      　岬はあの日、私が岬に嫌なことをしてしまったのではと聞いたことを気にしてくれていたのか、「変な態度に見えてしまっていたらすみません」と後日謝ってくれた。

      　そのことは純粋に嬉しかったけれど、私が欲しいのは三春に岬がするようなことで、前みたいに戻りたいだけなのだと思った。それでも、年上のくだらないプライドが、それを言うことを許さなかった。

      　岬と二人で遊ぶ事も、康介と岬と三人で遊ぶ事もあるけれど、三春と岬の仲について聞くことだけはどうしてもできない。二人はセイントの飲み会の時も、距離が近いしキスでもしてるんじゃないかと思うくらい仲が良さそうな空気だ。

      　二人って付き合ってんの？

      　そう聞けばいいだけなのに、答えが怖くて聞けなかった。

      　二人が付き合っていたらどうだと言うのか、とか、もし付き合ってるならキスとかしてるのか、なんて下世話なことまで考えてしまっては、自己嫌悪に陥る日々をここ最近は延々と過ごしている。

      「あ！　でもさ、三春ちゃんこの前、別のサークルの女の子と寝てたって聞いたぜ」

      「え、そうなの？」

      「おう。そのサークルに俺の友達いてさ、すげーよかったってその子がはしゃいでたの聞いたってさ」

      「ふうん……」

      　一般的に言えば、そんなことをするような人間は岬と付き合っていないと言えるだろう。

      　でも、相手はあの三春だ。岬と付き合いながらも、気が向いたら別の人間と寝るなんてことは想像に難くない。

      　そこまで考えてから、ジリジリと焦げ付くような怒りが湧いてくるのを感じた。

      「……それ、岬は知ってんのかしらね」

      「え？」

      「だから、もし三春と岬が付き合ってたら、岬は三春がそういうことしてるの知ってるのかなって」

      　ホワイトモカを流し込みながら私が言うと、康介は目をパチパチと瞬かせた。

      「だってそうでしょ？　弄んでいい相手とそうじゃない相手がいるっていうか。岬って色々と純粋そうじゃない。なのに、三春が他の人ともそんなことしてるって知ったらショック受けそうだし」

      「確かに……」

      「それに、仮に三春がそういうことしてても許しちゃいそうじゃない？　そう思うと腹立ってきたんだけど」

      　三春は私以上に貞操観念がぶっ壊れている。なんなら、付き合う時に、岬以外ともセックスすることを前提とした付き合いになることを宣言してきそうな女だ。

      　岬がもし三春を本当に好きなのだとしたら、岬は「それでもいいです」とか言いそうで腹立たしかった。

      「ま、まあ、二人が付き合ってるかどうかわかんねーし？　岬ちゃんは三春ちゃんに何か相談事があるだけかもしんねーじゃん？」

      「相談事？　岬みたいな美少女が三春に相談なんてしたら、気づけばベッドで寝技決められてるわよ」

      　なに寝言言ってんの。

      　そんな気持ちを込めて康介を睨むと、康介は整った顔を情けなく萎ませた。

      「お前顔こええよ！　そんなに気になるなら今から岬ちゃん呼んで聞けば？　真実は、いつもひとつ！」

      「はあ？　聞けるわけないでしょ！　正気？」

      「じ、じゃあ俺が三春ちゃん呼ぶから！　三春ちゃんに聞いてみようぜ！」

      「ちょっと……！」

      「三春ちゃん呼んだら俺は帰るから！　その様子なら、きっと今日で全部解決するって！」

      　無責任なことを明るく言って、康介は勝手にスマホで三春に電話をかけ始めた。

      　謎に私に声が聞こえないところまで康介は離れてから、何事かを三春に一生懸命説明しているようだ。

      　三春は意外と多忙だし、かなりの気分屋だ。康介がお願いしたって来るわけがない。

      　そう思ったのに、意外にも三春は了承したらしく、思わず耳を疑った。

      「三春ちゃん来るって！　なんなら今近くにいるらしいから、十分以内に着くってさ！」

      「え、マジ？」

      　半信半疑でいれば、三春はすぐに現れた。

      　人に話を聞かれにくいカフェの奥まった場所が私たちの定位置で、迷うことなく三春は私と康介の元へとやってきた。

      　康介は三春と入れ替わりになるようにして去っていって、帰り際なぜか、健闘を祈る、といった表情で、私に向かって親指をグッと上に立ててきた。意味がわからないと思って呆れつつ、立ち上がって三春に奥の席を譲ると、三春は「悪いわね」と微笑んだ。

      「舞が私に聞きたいことって、岬ちゃんのことでしょう？」

      　世間話もそこそこに、三春はオーダーしたブラックコーヒーが届くなり、事もなげに言った。

      　どんな風に切り出そうかと思っていたから出鼻を挫かれたような気持ちになりつつ、話が早いとも思った。

      「……そうよ。ずっと気になってたんだけど、三春って岬と付き合ってんの？」

      「だったら何？」

      「岬には、手出さないでって言ったわよね？」

      「聞いたけど、了承した覚えはないわ。あんなに可愛い子、中々いないし」

      　確信を突く問いかけに、三春は否定せず余裕のある笑みを浮かべた。

      　胸の奥がひやりとして、それから沸々と怒りに似た感情が湧き上がってくる。

      「やだ、そんな怖い顔で見ないでくれない？」

      「……ふざけないで。なんで岬なの？　岬じゃなくてもいいでしょ？」

      　感情のままに三春へ言葉をぶつけると、三春は一瞬驚いたように目を瞬かせてから、堪えきれないといったように吹き出した。

      「ふふっ、ちょっとなあに？　もしかして嫉妬？」

      「だから……！」

      「……あの子がどんな声で喘ぐか気になる？　ハメ撮りとか見たければ、撮ってきてもいいけど」

      　身を乗り出して問い詰めようとすると、逆に三春からも身を寄せられて、面白がった様子で囁かれた。煽られてカッとなる。

      「っ、そんな気持ちで手出すんじゃないわよ……！　見損なった……！」

      「見損なったとか言われても、今まであなたがいろんな人とやってきたのと同じことをしてるだけでしょ？」

      「違う……！　岬のことは、違う……！」

      「へえ。違うなら、何が違うの？　なんで岬ちゃんにはそんなに執着するわけ？」

      「それは……！」

      　三春の発言に、一瞬言葉に詰まる。

      　私が岬に執着するのはなぜ？　後輩だから？　かわいいから？

      　いや、違う。

      　岬といると満たされる感じがして、自分以上に大切にしたいと思う。岬が傷つくようなことは何も起きなければいいと思う。そして岬にとって私も、同じ存在でありたいと思うからだ。

      　そんなことをぐるぐると考えていると、三春の落ち着いた声がした。

      「好きなの？」

      「は……？」

      「あなたのそれ、確実に嫉妬だし、ただの独占欲でしょ。最近ずっと変だったの、私が気づいていないとでも？　岬ちゃんのこと、好きなんじゃないの？」

      　は？　何言ってんの。あたしが岬を好きなんて当たり前でしょ。

      　そう言いたかったのに、言えなかった。三春が言う「好き」が、親愛の好きではないことは明白だった。

      　そして誰より私自身がその言葉を、その通りだと思ってしまったからだ。

      　気づいてしまえば、全身が燃えるように熱くなった。

      　恥ずかしい。自分の頬が死ぬほど赤いのが自分でもわかる。心臓が高速で脈打って、自覚した感情を全身へと送り出そうとしているかのようだ。

      「や、ちょ、あ、あたしって、岬のこと好きなの……？」

      「え」

      「し、死ぬんだけど……。待って、無理……」

      　ずっと、どうしてこんなにイライラしたり、岬のことばかり考えてしまったりするのかと思っていた。

      　でもそれが、私が岬のことが好きだからで、みっともなく三春に嫉妬し続けた挙句にこんなところに呼び出しているなんて、恥辱の極みでしかない。

      　今、自分の顔を誰かに見られたら死ぬ。

      　そう思って手のひらで自分の顔を覆うと、珍しく驚いた様子の三春が私の手首を掴んできた。

      「え、気づいてないって、もしかして初恋ってこと？　嘘でしょう？　まさかこの歳にもなってそんなことないでしょ？　ねえ、そうなの？」

      「う、うるさい……！　それ以上何も言わないで……！」

      「ちょっと、私まで恥ずかしくなってきたんだけど……」

      　三春が照れるというレアな状況を作り出してしまった上、目の前のこの女は私の好きな相手と付き合っているのだとしたらもはやカオスでしかない。

      　色々と三春に言いたいこともあったけれど、今はそれどころではなかった。

      　ごめん、帰る。

      　熱い頬に手で風を送りながら、それだけ言って立ち上がろうとすると、三春が私の腕を掴んで席に引き戻した。

      「……ねえ、舞のその顔すっごくそそる。今まで見た中で一番可愛いわ」

      「っ、馬鹿にしないで……！」

      「今は本当のことを言っているんだけど、信じてもらえないなんて悲しいわね……」

      　馬鹿にしてる以外に何があるのか。

      　そう思って腕を振り払おうとすると、三春は気にも留めない様子で続けた。

      「ねえ、この後私の家に来ない？　さっきの続き、なんでも聞かせてあげるわ。舞の話も聞きたいし——」

      　常識で考えて、あんたに話せるわけないでしょ。

      　そう思って反論しようとした瞬間、背後から、今一番聞きたくて聞きたくない声がした。

      「……三春さん。何をしているんですか？」

      「あら、岬ちゃん。早かったわね」

      　声の主を認めたらしい三春がパッと私から手を離した。

      　その勢いのままに振り向くと、急いで来たのか、鼻を赤くして、少し息が上がった様子の岬が立っていた。

      　なんでここに、岬がいるの。

      　そう思ってフリーズする私を余所に、岬は少し不機嫌な様子で三春へ言葉を放った。

      「……舞さんとは、もう何もないって言ってませんでしたか？　なのに家に誘うなんて——」

      「まあまあ、さっきのは冗談よ。本気にしないで？」

      「三春さんが言うと、全部本当のことみたいに聞こえます……」

      　岬は眉を寄せて、不安そうに瞬きをした。

      　それから、椅子に座って呆然とする私に目を向けて言った。

      「本当に、三春さんとは何もしてませんか……？」

      「え……あ、うん。ない。最近は、何も」

      「……そうですか」

      　岬が登場した驚きでうまく言葉が紡げなかったものの、だからこそ本当のことしか言えない。

      　私が少し噛みながらも何もないと答えると、岬は初めてホッとしたように表情を緩めた。

      　とはいえ、岬がいきなり現れた理由がさっぱりわからない。

      　なぜ岬がここにいるのかと問うと、三春があっけらかんと答えた。

      「……えっ、と。あの、なんで岬がいるの……？」

      「ああ、私が呼んだの。岬ちゃんに、おすすめのホテルの情報教えてあげようと思って。あと、ついでにこの前貸した本も返してもらおうと思ったから。ここに来てって頼んだのよ」

      　おすすめのホテルの情報って、どんな会話してたらそんなことになんのよ。

      　そう思ったけれど、すぐに、二人は付き合っているなら普通のことなのかもしれないと思って胸の奥が痛む。

      　三春も残酷な女だ。私が岬のことを好きなのだと知ったとして、変な気を遣うようなことはしないに違いなかった。そういうところが三春の気持ちの良いところで、不潔さを感じさせないところで、それでいて冷たいところだ。

      　三春が何かが書かれたルーズリーフを何枚か岬に渡し、岬は三春にブックカバーがかけられた本を渡しているのを横目に見ながら、帰ろう、と思った。

      　これ以上ここにいても悲しくなるし、惨めになるだけだ。

      　これからはきっと、岬とだって私はうまく話せない。

      　二人がうまくいけばいくほど寂しいけれど、仕方がない。

      「……じゃ、あたしは帰るわ。三春も呼び出して悪かったわね。聞きたいことは聞けたし、色々ほどほどにね」

      　演技派女優か？　と自分でも思うくらい、綺麗な笑顔を作れたと思う。

      　にっこりと笑って荷物をまとめて立ち去ろうとすると、岬に腕を掴まれた。

      「帰るなら、私も一緒に帰ります」

      「え、でも……」

      「三春さんはこの後用事があるそうで、私はあとは帰るだけなので」

      「……そう。わかった」

      　そんな風に言われてしまえば、断る理由もない。

      　三春に軽く別れを告げて、カフェを後にする。

      　

      　私の家は、岬の家の先にある。

      　どうせなら岬を家まで送ると言って歩き始めたものの、私たちの間に会話はぽつぽつとしか咲かなかった。

      　それは私が岬を意識してしまっているからだし、岬が三春と付き合っていることを認められていないからだ。

      　岬はそれとなく色んな話題を振ってくれるのに、そのどれも、三春が好きそうだなとか、三春も同じようなことを言ってたなとか、そんなことばかり思ってしまって楽しめなかった。岬へ向ける笑顔がぎこちないのが、自分でもわかる。

      　一瞬目が合った岬は、そんな私を心配そうに見つめてきた。

      　その純粋でやさしい眼差しが好きで、私が教えたメイクをまだ守っているところが好きで、でも、だから、もういいか、と思った。

      　どうせ、岬とはもう前のようには戻れない。

      　いつ岬が三春を好きになったのか、きっかけとか、好きなところとか、なんであたしじゃダメなのかとか、色んなことが気になったけれど、結局岬は三春がいいのだ。結果が変わらないなら、もう戻れないなら、はっきり伝えて清々した方がマシだ。

      　岬の家の目の前、人気のない通りで立ち止まる。

      「……あのさ、変なこと言ってもいい？」

      「？　はい」

      　私が問い掛けると、岬は自分の鞄から家の鍵を取り出しながら、顔をあげて私と目を合わせた。

      　あの春の日、こんな風になる予定は少しもなかった。

      　でもいつからか、このやさしい年下の女の子のことが大切になった。この子が笑うと嬉しくて、この子が照れると可愛くて、一緒に過ごすと温かかった。

      　自分のことも大切にできないから、誰のことも大切にできなかった私が、何かを大切にしたいと初めて思えた。

      　岬を好きになったことは光で、この世界に存在するたくさんのものが特別な意味を持っているように感じた。

      　本気になるから痛くて、怖くて、制御できなくて、でもその先にしか、ほんとうのことはなかった。言葉にできないものがこの世界にあるのだということを、知ることはなかった。

      　あの日岬を変えたのは私で、でも、本当に変えられていたのは私だった。打算のないひたむきな心で守られ、愛されていたのは私の方だったのだ。

      　今まで私に告白してきた、たくさんの人たちもこんな気持ちだったのだろうか。

      　小さく息を吸い込み、一息に放つ。

      「……あたし、さ。岬のこと、好きになっちゃったみたい」

      　明るく言ったつもりだった。事実、自分の声は、思っていたよりもポジティブそうな声色でこの耳に届いた。

      　私の言葉に、岬は信じられないものでも見るかのように目を見開いた後、鍵をぽろりと取り落とした。過去、私が岬に贈った熊のキーホルダーがついた鍵が、地面に落ちる軽い金属音が響く。

      「……言っとくけど、友達とか、先輩後輩とかいう意味じゃなくてね。マジの方」

      　私が言葉を続けても、岬は電池の切れた機械のように直立し、硬直したままだ。

      　気持ち悪いとか、迷惑だとか、そんな表情が岬のその整った顔に浮かぶのが怖かった。

      　岬が驚いて動けないのをいいことに、勢いのままに言い切る。

      「あ、でも、岬は三春のこと好きってわかってるし、邪魔したいわけじゃないの。ほんとに。ただ、やっぱり岬といるのが楽しくて幸せだったから、最近一緒にいられなくなって寂しくて、三春のこと、ちょっと羨ましくて……。こんなのダサいし、困るわよね。ほんとごめん」

      　言葉にすると苦しくて、なんだか泣いてしまいそうな気さえして、慌てて地面に目を逸らす。岬の目が、見られなかった。

      「……色々、ありがと。岬がどう思ってるかはわかんないけど、あたしは岬のこと、セイントに誘ってよかったって本当に思ってる。ただ、これからはあたしみたいなのが周りにいても困らせるだけだろうし、もう変に関わったりしないから、ちゃんと三春のこと捕まえておきなさいよ？　あいつ強かだから、浮気しないように見張ってないとダメだからね」

      　じゃあ、ね。ごめんね。

      　それだけ言って、踵を返す。岬からの返事はない。

      　当たり前だ。最近はどうであれ、ずっと仲良くしていた先輩が自分のことを好きだなんて言い出したら、誰だって困るに決まっている。

      　人生でこんなにダサいことって、この先にあるんだろうか。

      　そう思いながら二、三歩と歩き出した瞬間、とんでもない勢いで後ろから腕を掴まれた。　

      　その勢いのままに、体が思い切り引きずられていく。

      　何⁉

      　そんな言葉も出ないうちにあっという間に数メートル引っ張られて、ガチャ、という音の後、背中がドン、と硬いものにぶつかった。

      　何が起きたのかわからずに目を白黒させていると、目の前に岬の家の玄関が広がっていた。ああ、岬の家に連れ込まれたんだ、とだけ理解する。

      　直後、自分の顔の真横に細い腕が伸びてきて、バン、と玄関の扉を強く縫いつけた。いわゆる壁ドンというやつだ。

      　なに。マジでなに。怒ったの？

      　人生で一番の混乱状態と言える状況で言葉も出ずにいると、私を壁ドンしているらしい岬が、ゆらりとその顔を上げた。

      「……今の、冗談ですか？」

      「へ……」

      「……冗談なら、ひどいです」

      　そう言う岬は見たことがないくらい熱っぽい目で、ぎゅっと眉を寄せて何かに耐えるような表情をしていてドキッとする。

      　冗談で、あんな恥ずかしいことを言えるわけがない。

      　そう言いたかったけれど、じれったそうに岬が顔をどんどん近づけてくるから、それどころではなかった。

      　近い近い近い。

      　そう思って思わず目を伏せた。ファーストキスを目前に控えた中高生か？　と自分でも思うくらいガチガチに緊張している。

      　なぜ壁ドンされて詰問されているのかもわからないし、私の告白が冗談扱いされているのかもわからない。もはや何もわからない。

      　もし私が機械だったら、確実にオーバーヒートしているに違いなかった。

      　何も言えずに身を硬くしていると、岬が困惑と切なさが滲んだような声で言った。

      「……舞さんは、私には興味がないんじゃなかったんですか」

      「は……？」

      「……だって、同じベッドで寝たのに、何もありませんでした」

      「え……」

      「……舞さんの家で、舞さんと同じベッドで寝たらオーケーの合図だって、聞きました。でも、何もないということは、私はそういうことをするだけの対象としても見てもらえないのだと思って、本当に本当にショックでした」

      　そう言って、岬はほとんど泣きそうに顔を歪めた。

      　言われてみれば、文化祭の日、そんなようなことを岬が誰かに言われていた気もするし、岬に珍しくベッドで一緒に寝たいと誘われたような気もする。

      　え、なんかそっけなくなったりしたのも全部、あれが原因ってこと？

      　いや待ってほしい。どこぞの馬の骨ともわからないような人間と、岬は別でしょ。

      「え、いや、岬は別っていうか、そんなことしなくても十分幸せだったっていうか、ほんと楽しくて……」

      「……そういう対象じゃないってことじゃないんですか？」

      「だから、あの時はまだ好きとかそういうの、気づいてなくて……」

      「じゃあなんで今は好きとか言うんですか？」

      「それは……」

      　鼻と鼻が触れそうな距離で詰められて、顔どころかもはや全身が熱い。

      　岬って、こんなに尋問してくるキャラだったっけ。

      　そう思ってなんとか受け流そうとしたけれど、限界だった。

      　じゃあなんで今は好きとか言うのか。そんな風に追い詰められたら、もうどうしようもない。

      　死ぬほど言いたくなかったけれど、観念して目を閉じる。

      「……岬が、三春と付き合ってるのかと思って。三春とは、キスとかそういうこと、してるのかとか、そういうの想像したら、すっごいイライラして……。それで、三春が岬と付き合ってるみたいなこと聞いて、その、色々気づいたっていうか……」

      　これ以上聞かないでよ。っていうか、三春と付き合ってるんじゃないの？

      　そう思って、恐る恐る目線を上げると、岬の瞳は熱を孕んだまま揺れていて、見なきゃよかったと思った。

      　拷問以外の何物でもない空間の中で、岬がさらに私に質問を重ねた。

      「……それで、どう思ったんですか？」

      「……言いたくない」

      「……言ってください。私のことを好きだと言ったのは舞さんの方です」

      　どういう理屈なのよ。

      　そう思ったけれど、もうやけくそだった。

      　今日で何もかも終わるなら、ぶちまけてやる。

      　私が小さな声で言葉をこぼすと、岬ははっきりと息を詰めた。

      「……なんで、私には、してくれないのって」

      「っ……」

      「……岬は、あたしとずっと一緒にいたのに。それに、あたしの方が、三春より絶対岬のこと好きだし、ちゃんと大事にできるし、きっと楽しいし、なのになんであたしには、」

      　してくれないの。

      　そう言おうとした瞬間、何か柔らかいもので唇が塞がれた。驚いて腰を引こうとすると、ドン、と足の間に膝を入れられた挙句に、手のひらで顎を掴まれる。

      　な、なに？　なんで？　キスされてる？

      　キスなんて何十回も人生でしてきたのに、岬にされていると思うと呼吸すらうまくできない。半分以上パニックに陥っている間に、熱い舌が入ってきて唇の輪郭を内側からなぞられる。

      　腰が抜けそうになってずるずると玄関の扉を背中が擦った瞬間、ようやくキスが止んだ。思い切り腕を掴んで引っ張り上げられ、もう一度、真正面から目を合わせられる。

      「……好きです」

      「へ……」

      「……一目惚れでした。あの春の日、舞さんに一目惚れしました」

      　一瞬、息が止まった。

      　あの春の日に、岬を初めて見つけた時のことが脳裏に過った。

      「……それから、ずっと好きでした。三春さんには、舞さんのことを相談に乗ってもらっていただけです。ずっとずっと、本当に好きでした……。そういう対象で見てもらえないことがつらくて、そばにいるのが苦しくなって、でもやっぱり、好きでした。だから、あんなこと言われたら私、我慢できません」

      　言葉も出ずに岬の言葉をただ受け止めていると、岬は言葉を一度切ってから、掠れた声で囁いた。

      「……抱きます」

      　岬の口から「抱く」という言葉が出るなんて、寝耳に水だ。

      　意味わかってる？　三春が教えたってこと？

      　そう思ったのも束の間、息を奪うようなキスが降ってきて、その意味を正しく理解していることをわからされる。

      　啄むようなキスの後、唇を割って入ってきた舌が私の舌を絡め取っていく。そのまま歯列をゆっくりとなぞられて、背筋をゾクゾクと快感が走った。

      　待って、あたしが抱かれる方なの？　てかなんかキス上手くない？　

      　そんな疑問が流星のように頭の中を乱れ飛んだけれど、どれも岬のキスに阻まれて言葉にならない。キスだけでこんなに気持ち良いなんて知らなかった。

      　は、とキスの合間に熱い吐息をこぼすと、岬の手のひらが私の耳の後ろから首筋へと滑り、胸から腰までを早急な手つきでなぞった。

      「ちょ、っと、待って……！」

      「待ちません……！」

      　アウターの下に着込んだセーターの下にある素肌を目指して、性急な岬の手のひらが入ってくる。

      　その手を咄嗟に掴んで押し留めると、岬はかなり不満そうにぎゅっと唇を噛んだ後、不安げに眉を下げた。

      「待って……！　ほんとに、待ってよ……！」

      「……なんですか？　嫌、でしたか……？」

      「違う、嫌とかじゃ、ないけど……」

      「けど……？」

      「ここ、普通に玄関だし、ベッド行きたい……。そ、それに、その、初めて、だから……」

      　何を口走ろうとしているのか、自分でも恐ろしかった。

      　でも本心でしかなくて、理性で自制するより早く、心が口から飛び出していく。

      「す、好きな人と、するの、ほんとに、初めてで……。緊張してるから、だから、」

      　もうちょっとだけ、ゆっくりして。

      　そう言った瞬間、ぎゅっと唇を噛んだ岬が息を詰めて、乱暴に靴を脱いだ。そのまま私のスニーカーもほとんど放り投げるようにして脱がせて、アウターも無惨に床へと放られた。引きずるようにしてベッドへと連れられ、押し倒される。

      「そうやって煽るの、やめてください……！　ひどいです、私も我慢、してるのに……！」

      　どこが我慢してんのよ。

      　そう言いたかったけれど、私が何か言う前に熱い唇が降ってきて、言葉も吐息も全部奪われた。岬の長い髪に手を入れてキスを受け止めていれば、たどたどしい手つきでセーターとブラを脱がされる。直接岬の手のひらで胸を揉まれて、思わず「ん……」と鼻に抜ける声が出てしまうと、岬はもっと興奮した様子でキスを深めた。

      　岬に触られている。そう思うだけで、驚くほどに快感を拾ってしまう。

      　耳を舐められ、耳たぶを甘噛みされて、体の輪郭を丁寧になぞられる。自分の口から勝手に出ていく「みさき」という名前が絶望的なほどに甘くて死んでしまいたくなるけれど、岬がその度に「かわいいです」と囁くから、次第にどうでもよくなった。

      　腰を上げてほしいと言われて言う通りにすると、あっという間に履いていたスキニーと下着も取り払われた。岬の細くてしなやかな指先が腰骨から太ももへと下がり、それから足の付け根へとなぞっていく。ただそれだけのことが気持ち良くて、腰の奥が甘く疼いて仕方ない。

      　仰向けの状態で両膝を立てると、岬が体ごと膝の間を割って入ってきた。私の肩の横に片手をついて、もう片方の手で私の太ももの裏をなぞっている。

      　一瞬たりとも見逃すまいとでもするように、岬の瞳が真剣な眼差しで私の顔を見つめているのに気づいて顔を覆おうとすると、「全部見せてください」と言われて、腕を優しく払われた。やだ、という意を込めて首を横に振ると、岬のキスが降ってくる。

      　玄関でされたような荒々しいものとは違う、優しくて情熱的なキスだ。温かくて気持ち良い。脳のすべてが溶け出すようで、岬の首に両腕を絡めると、岬の指が私の中心に触れた。

      「あっ……！」

      　入ってくる。

      　そう思ったのに、岬の指はただそこをゆっくりとなぞるだけで、欲しい刺激は訪れない。わざとやっているとしか思えないほどはっきりと、自分のそこがどうなっているのかわかるぐちぐちとした音だけが響いて、指が掠めては遠ざかるその入り口が、期待でひくついているのがわかる。

      　確認したことなどないけれど、たぶんかつてないほど濡れているに違いなかった。

      　なんで、という抗議の意味を込めて名前を呼ぶと、熱に浮かされたような表情の岬が残酷な要求をしてきた。

      「み、さき……！　な、んで、」

      「……かわいい、です……。本当に……」

      「じゃ、はや、く……！」

      「……でも、ダメです。ちゃんとお願いしてください」

      　言われたことの意味がわからなくて、一瞬頭が真っ白になった。

      「は……」

      「……してほしいこと、言ってください。ちゃんと、言葉にして、私に教えてください」

      　そう言いながら、岬は私の入り口につぷ、と指先を沈めてからゆっくりと抜いた。その刺激だけで腰が浮いてその先を求めてしまうのに、ちゃんとお願いしないと挿れてくれないなんて拷問だ。

      　誰と寝ても、あの三春にさえも、そんな恥ずかしいことを言ったことはない。

      　大体さっさと抱いて抱かれて、それで終わりだ。こんな風に、何かを確かめられるようなことはなかった。

      　私を至近距離で見下ろすその顔は、こんな時でも恐ろしいくらい整っていて、女子がなりたい顔ランキングをうちの大学で作ったら間違いなく上位にランクインするに違いない可愛らしさだ。

      　なのに、こんな可愛い顔をしていてとんでもないサドだなんて聞いていないし知らない。

      　私が気づかなかっただけで、岬は独占欲が強いのだろうか。それとも、こういうプレイが好きなのだろうか。

      　いずれにせよ、私の方から挿れてほしいなんて、そんな恥ずかしいことを年上の私が岬に言えるわけがない。

      「そ、んなこと、言える、わけない……！　やだ……！」

      「……舞さん」

      　無理、と口元を手の甲で覆って顔を背けると、岬の空いた片手が私の手をそっと掴んだ。そしてそのままその手の甲にキスをされて、指先まで懇願するように口付けを落とされる。

      「……聞きたいです。舞さんのことが好きだから、聞きたいんです……」

      「っ、ん、でもっ……」

      「お願いします……。舞さんも、私のことを望んでいるって、ちゃんと知りたいんです……」

      　舞さんの声で、聞きたい。

      　岬の乱れた吐息が私の肌に落とされる。上目遣いで熱っぽく懇願されて、脳の奥が痺れた。もう、いいかもしれない。岬になら、もう、いい。

      　岬の頭を引き寄せて、耳元に唇を寄せる。

      「……れて」

      「っ……」

      「……挿れて、みさ……あぁっ！」

      　最後まで言い終わらないうちに、待ち望んでいた刺激が脳天まで貫いた。頭の中が白くスパークして、一瞬意識が飛びかける。

      　挿れられただけでイくなんて、信じられない。

      　岬の指が意外と長いこととか、あまりにも気持ちが良いこととか、そんなことが一瞬頭の中を駆け巡った。

      　その後すぐに、余韻に浸る間もなく断続的に中を突かれて強すぎる刺激に体が跳ねる。

      「ちょ、っと、待って……！　いま、だめ…っ…！」

      　止まって。

      　そう言いたいのに、岬は完全にリミッターが焼き切れてしまったのか、指を止めてくれる気配がない。

      　そのせいで軽くまたイきかけて、岬の体にしがみついて快感に耐えるしかなかった。

      「舞さん……っ！　かわいい、かわいいです、好き……！」

      「あん、や、あっ、んっ、あ、みさ、きっ……！」

      　正常位の体勢で良いところばかりを探られる。名前を呼べばキスされて、髪が乱れるのも気にせずに抱かれた。

      　好きな人とするセックスというだけで、こんなにも気持ち良くなるものなのだろうか。

      　際限がわからなくて怖い。

      　恐怖に似た快感に耐えていれば、突然岬が私の背中に腕を入れて、転がすようにしてうつ伏せにされた。

      　え、なに。

      　わけもわからず振り向こうとすると、腰だけを持ち上げられ、後ろから貫かれた。前からされるのでは届かない場所に指が届いて、体が仰け反る。

      「ひ、っ、あ、んっ、な、に……っ⁉」

      「舞さんは、こういうのが好きだと言っていたと、三春さんから、聞きました……！」

      　明らかに嫉妬が滲んだ声でそう言いながら、私の背中を抱き潰すようにして岬が軽く体重をかけてくる。その重みで指がもっと奥まで沈んで、声が上がるのを止められない。

      　岬にこんな風に求められるのは正直興奮するし、はっきり言って好ましいと言える。

      　でも、申し訳ないが私がバックで抱かれるのが好きなんてことを三春に言ったことはない。岬が三春にしていた「相談」とやらの中で、三春が面白がって岬にあることないこと吹き込んだに違いなかった。

      「す、ごい……。ナカ、締まってます……」

      「ち、がっ……あんっ、ん、あっ……！」

      　私の中がキツくなっていることに感動半分嫉妬半分といった声色で呟く岬に、違う、と全力で主張したくなる。

      　バックが好きなんじゃなくて、岬にされているからだ。三春のやつ、適当なことほざくのもいい加減にしてほしい。というか、三春は岬が私のことを好きだと知りながらそんなこと吹き込むなんて、本物の悪魔なのだろうか。

      　断続的に襲いくる快感の波の中で、三春が面白そうにほくそ笑む顔が目に浮かぶ。

      　ふざけんなと心の中で叫んだけれど、時既に遅しだ。嫉妬でさらにスイッチが入ってしまったのか、岬の指先に容赦がない。

      「み、さき……も、だめ、だから……っ！　顔、んっ、みて、したい……！」

      　しつこく責められて、限界が近かった。

      　顔を見てしたいと言えば、岬はすぐに私の体制を仰向けに変えてくれた。そのまま片手で頬を掴んで深くキスをされて、空いた片手で良いところを責められる。

      　キスの合間に吐息混じりにみっともなく喘ぐと、至近距離で岬は、ぎゅっと眉を寄せて目を細めた。

      「もう、誰にもっ、こんな顔、見せないで、ください……！」

      「う、んっ、ぁ、見せ、ないからっ、みさ、きも、だめ……！」

      　誰にも言ったことのない言葉が次から次へと飛び出していく。

      　どうせ顔だって声だって同じだ。岬にしか見せられないものばかりが積み上がっていく。

      　岬がいつまで飽きずに私に愛情を向けてくれるかわからない。

      　でも、今だけは同じだと言ってほしい。

      　そう思って言葉をこぼすと、岬は余裕のない顔で、それでもふわりと微笑んだ。

      「私は、最初、から…っ、あなたしか、見えてません……！」

      　ずっと、あなただけです。

      　私はきっと、一生その顔と声を思い出すだろうと思った。嬉しくて、幸せで、仕方ない。

      　私がこくこくと頷くと、岬は笑みをやさしく深めた。

      　丁寧で苛烈な指先で奥をコツコツと突かれて、快感の波がせり上がっていく。

      「ぁ、あっ、みさ、き、みさきっ、ん、すき、あぁっ！」

      　一瞬、快感と一緒に意識が弾けて、岬の柔らかい体にぎゅっとしがみついた。

      　絶頂した後、そのままくたりと体をベッドに預ける。

      　荒い息を整えていると、ちゅ、と口元にキスをされて、乱れた前髪を岬の指がそっと整えてくれた。そのまま頭を優しく撫でられて、全身の力がさらに抜けていく。

      　

      　私が目を閉じてふわふわと意識を彷徨わせている間に、岬はテキパキと動いた。

      　今まで寝た誰かとかわいらしく幸福なピロートークなどしたことがなかったから、私自身未知の連続だ。

      　三春の入れ知恵かなんなのか、岬の後処理は迅速かつ献身的なものだった。濡れた温かいタオルを持ってきて体を拭いてくれたり、パジャマを引っ張りだして着せてくれたりした。

      　そうして一通り支度が整ったところで、岬も私の隣にそっと寝転んだ。寝転んで向かい合うと、一瞬照れたような笑みがお互いの顔に浮かぶ。

      　本当はその表情と視線だけで、言葉などいらないようにも思えたけれど、ぽつぽつと、ここ数ヶ月間の溝を埋める言葉を交わしていく。

      「……あの、私、本当に三春さんとはお付き合いしていません。舞さんに興味を持ってもらうにはどうしたらいいのかと、相談していたんです」

      「……ほんと？」

      「はい。三春さんが、自分からは舞さんのことをあまり誘うなと。舞さんは意外と鈍いかもしれないから、そうでもしないと気づかないと言われて」

      　あたしのいないところで人のこと鈍いとか言いやがって、あいつ。

      　そう思ったけれど、三春の言う通りでぐうの音も出なかった。

      　そもそも岬のことが好きだと気づいていなかったし、岬と三春が一緒にいることも、岬から誘われないことも私に効果てきめんだったからだ。

      「はあ……。三春には一生敵わないわね……。てか、あたしも三春ともう寝たりしてないし、むしろ誰ともしてないから」

      「……本当ですか？」

      「ほんとよ。信じてもらえなくても仕方ないけど、本当にしてない」

      「舞さんが言うなら、信じます」

      　私の言葉に、岬は眉を下げて微笑んだ。

      　それから、岬は一瞬息を詰めてから、どこか緊張した面持ちで口を開いた。

      「……すみません、その、できればなんですが」

      「なに？」

      「……約束が、したいです。私には舞さんだけで、舞さんには私だけだと言える、約束が」

      　岬の長い睫毛が、緊張したようにふるふると揺れている。

      　あんな風に情熱的に抱き合ったのだから、もう半分くらい付き合っているようなものだと思ってしまっていたけれど、確かにそうだ。

      　私たちには、約束が必要だと思う。

      　恋とか愛とか、初めて知ることばかりだから、そんなものを重ねていくための約束が必要だ。

      「……私と、お付き合いしていただけませんか」

      　私の目を見て言った岬の声は、微かに震えていた。

      　そんなところも愛しくて、笑うしかない。

      　返事なんて、ひとつに決まっている。

      「……あたしでよければ、喜んで」

      　私が静かに、でもはっきりと答えると、岬は泣きそうな顔で笑った。

       

      

       

      　　　　　　　　　12

       

      　セックスをした後の翌朝は、いつも柔らかい。

      「……舞さん、今日は新入生の勧誘があるので、先に行きますね」

      　どこかスッキリとした頭の中に、甘くてやさしい声が響いている。目を開けば、清々しく全開になったカーテンの隙間から、春の光が部屋に射しているのが見えた。

      　瞬きを繰り返し、ゆっくりと目線をずらすと、身支度を整えた岬が私を覗き込むようにして微笑んでいる。

      「……みさき？　もう時間？」

      「おはようございます。はい、そろそろ行かないといけません」

      「え、じゃああたしも行く……」

      　昨日の夜、岬に散々鳴かされたものの、体の怠さや疲れは残っていない。ベッドの上で眠い目を擦りながら、岬のキスを頬で受け止める。

      　昨日の夜、明日は新歓の勧誘をするんだと岬が意気込んでいたことをぼんやりと思い出した。

      「十五分だけ待てる？　すぐ準備するから」

      「舞さんも来てくださるんですか？」

      「うん。色々心配だし」

      　ベッドから下りて、服を着替えてメイクをする。

      　洗面所で髪を巻いていると、岬が後ろから、「私一人でも勧誘できると思います」とか「舞さんが来てくださるのは嬉しいですが、舞さんを目当てにしてセイントに入りたいという方がでてきたら困ります」とか一生懸命アピールしてきたけれど、「うん」とか「そうね」とか言って、適当に流しておく。

      　三月の終わりに岬と付き合って、あっという間に四月が来た。

      　岬は大学二年になって、私も無事三年にあがった。

      　それはつまり、岬が去年私がそうしたように、新入生を勧誘する立場になったということに他ならない。

      　岬は「セイントに貢献できるようがんばります」とか言っていたけれど、私は内心、岬目当ての新入生を適切にブロックするミッションを秘めていた。

      　岬の見た目に釣られる輩も多そうだけれど、その内面の徳の高さというか、ピュアな側面に浄化されて入部を決める子がいたら非常に厄介だ。この春無事に卒業を決めてくれたユウさんのように、岬を崇拝し始めて性の御三家ならぬ聖の御三家でも作りかねない。

      「もしあたし目当てで入りたいって子が現れても、べつにあたしにはもう岬がいるんだし、平気でしょ？」

      「そうですが……」

      「じゃあ、度を越えて変な奴が現れたら岬が守ってよ。それに、あたしは隣で見てるだけにするから。ね？」

      　ヘアオイルで髪を整えながらそう言うと、岬は「それなら……」としぶしぶだけれど頷いた。

      　最近の岬はこんな風に、私にもきちんと自己主張してくれるのに、大体は私のお願いを受け入れてくれるのが可愛い。岬が頑固なのはベッドの中くらいだ。

       

      　大学に着いて勧誘を始めると、岬は恐ろしい勢いで勧誘ノルマを達成した。

      　まだ謎の初々しさが残っているからか、勧誘のチラシを持っているにもかかわらず、途中何度か岬自身が他のサークルから新入生と間違われて勧誘を受けていたのは笑ったけれど、岬が新入生歓迎会に誘った子達はほぼ百パーセントの確率で快諾してくれていた。私は岬に約束した通り、岬の隣でニコニコ笑っているだけの役回りに徹して、岬の勇姿を見守った。

      　まだお昼前の段階で今日やるべきミッションを達成してしまったから、午後の講義まで何をしようかと話していると、後ろからやけに耳に残る妖艶な声がした。

      「あら、二人揃って勧誘？」

      「げ、三春……」

      　振り向くと、掛け持ち先のサークルの勧誘を手伝っているらしい三春が立っていた。

      　三春に岬といるところを見られるのは、まだ少し気恥ずかしい。

      　思わず「げ」とこぼしてしまえば、三春は面白いおもちゃを見つけたかのように、にっこりと笑った。

      「二人を繋げることに尽力したキューピッドの顔を見て、げ、なんてひどすぎない？　ねえ、どうなの？」

      「わ、悪かったわよ」

      　悪いと謝れば、三春は「そうよね」と笑みを深めた。次はどんないじり方をされるのかと思うと、恐怖でしかない。

      　三春と康介にはそれぞれ、岬と付き合ってすぐ報告をした。

      　二人とも岬経由で知っていたようで、康介は「岬ちゃんよかったなあ。あと、舞の人格を矯正してくれてありがとう。これで舞は性の御三家卒業だな！」とか失礼極まりないことを言ってきたし、三春は三春で、「遅いのよねえ。舞が鈍いせいよ。まあ、結果良ければすべて良しってやつね」なんてニヤニヤと見つめられて、恥ずかしさと照れとで消えてなくなりたくなったのは記憶に新しい。

      「健全なお付き合いを重ねてるみたいだけど、私のアドバイスは効いてるのかしら？」

      「アドバイス？」

      「ええ。岬ちゃんに、おすすめのホテルとかデートスポットとか色々教えてあげたでしょう？」

      　過去、三春が私の目の前で岬に渡していたおすすめのホテル情報とやらは私と岬が行くことを想定したものだったらしい。

      　三春の言葉に、そうなの？　という意味を込めて岬を見れば、岬は頬を赤く染めた。

      「あ……。ええと……。まだ、そういったところには行けていません……」

      「じゃあ、いつもはお家デートなんだ？　それはそれでえっちねえ」

      　三春はそう言って、けらけらと笑った。

      　どこがえっちなのか私にはまったくもってわからなかったけれど、岬は何を思い出したのか耳まで赤くするから、私もつられそうになった。咳払いをして誤魔化す。

      「……あー、とにかく。三春には感謝してるし、べつに順調だから」

      「順調？　最近、なんか舞の肌ツヤ良いものね。そんなにテクニシャンなら私も岬ちゃんを一晩借りたいんだけど、どう？」

      「絶対ダメに決まってるでしょ！　どう？　じゃないし、あんた頭おかしいの？」

      　反射的に拒否して、岬を私の方へと引き寄せれば、三春は可笑しそうに笑った。

      　三春はいつも、冗談なのか本気なのかわからないところが恐ろしい。

      　これが他の誰かなら、冗談だと笑い飛ばして終われるけれど、三春が言うと半分くらい本気なんじゃないかと思わされる。

      「岬、マジで三春と二人きりになっちゃダメだからね……！」

      「そうですか？」

      「そうよ！　こいつ性欲カンストしてるんだから、何されるかわかんないでしょ……！」

      　私が少し大袈裟に、岬へ言い聞かせるように言うと、岬はきょとんとした表情を見せた後、心配そうに眉を下げた。

      「……でも、舞さんの方こそ、誰かとあまり二人きりにならないでくださいね」

      「あたし？」

      「はい。舞さんは素敵なので、いつも心配です」

      　岬はそう言って、心許ない表情で微笑んだ。

      　その言葉を受けて、出た、と思った。岬はいつも、無邪気にストレートな愛情表現をしてくるから困る。あまりにも直球すぎて誤魔化しが効かないから、私はいつも直撃を受けて赤面する羽目になるのだ。

      　岬の言葉自体は嬉しかったけれど、三春のニヤニヤが最高潮に達したのが視界の端に見えて、頭を抱えたくなった。

      「わ、わかった。気をつける」

      「はいはい。部外者はこの辺りで退散するから、二人で仲良くランチでも食べたら？　私は良いもの見せてもらってお腹いっぱいだけど」

      　じゃあね。

      　三春はそう言いながらウインクを残して去っていった。

      　その後ろ姿に桜がはらはらと揺れて、私と岬の間に春だけが流れている。

      「嵐のような女ね……。ま、ほんとにランチでも行こっか」

      「はい」

      　岬を連れて、桜の流れる敷地内を歩く。

      　桜の花びらが岬の髪につきそうになっては解けていくのを横目に見ながら、そういえば岬に出会った時も本当は、こんな風に桜が咲いていたのかもしれないと思った。

      　でもあの頃は、桜が流れる街をゆっくりと眺める余裕もなければ、仮に桜を眺めてみたとして、そこに何の感情も湧かなかったに違いない。

      　目に映るものはきっといつも、心を映している。

      　私たちは無意識のうちに目の前に広がる風景に、記憶の中の何かと重ねたり、大切な誰かの眼差しを重ねたり、そんな風に心のフィルターを通して世界のすべてを見ているのだと思う。

      　もしも目に映るすべてが何物でもないならきっと、何者でもないのは自分自身なのだ。

      　知らず知らずのうちに何かを受け取って、与えて、受け取って、そんな風にして私たち自身が変わっていくから、見えるものが変わり、きっと世界も変わっていく。

      　岬はよく、あの日舞さんに会えたことは本当にラッキーだったと感謝してくれるけれど、本当は逆だ。

      　私が幸運だった。岬に会えたことは、あの春の日に一筋射した、最高の幸運だったのだ。

      「あ。桜、舞さんの髪についています」

      　どこ、と言う前に、岬は私の髪に触れて、一枚花びらを差し出した。

      「……綺麗ですね。舞さんは、初めて会った時からずっと、本当に綺麗です」

      　岬はそう言って、とてもやさしい眼をして笑った。

      　その笑顔があんまり綺麗で、すぐには何も言えなかった。

      　何も言えなかったから、微笑んだ。

      　それだけのことで、岬は何かを受け止めてくれたようで、その唇を綻ばせた。私が贈ったグロスの光る、その顔が眩しい。

      「……なに言ってんの。全部、岬の方でしょ」

      　声が少し、震えてしまったかもしれない。

      　それでもよかった。誰かのために、何かのために、何度心が熱くなれるか。

      　それがきっと、人生の価値なのだから。

       

      　一目惚れだと、岬は言う。

      　でも本当は、あの春の日、私も撃ち抜かれていたのかもしれない。

      　解ける桜の雨に佇む、地味で冴えないかたちをしていた、とても綺麗な女の子に。

      　

      　あなたに会えてよかった。

      　そんな気持ちを込めて、女の子らしいその手を取ると、やさしい力で握り返してくれる。

      　一歩踏み出すと、足元で桜色の春が煙った。うつくしい、春の日だった。

      　

       

       

       

      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春の銃口

      　　　　　　　　　　　　　（あなたは私の春に舞い降りた、最高の幸運でした）

      

       

      春の銃口

       

      ２０２２年１１月２７日　発行

       

      著者　welca（@welcaaam）
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      装画　黒田ヱリ
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